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擁
．灘

　　　r　『』　　　』　　　　　　　　　　　　　』　『』　『

　　　‘ナす組

たかはしなつみさん

　（天水島審楽）

おとうとが砂あそびをしているところ

ξ　隠泉センター1翠の湯
　　　　　　ニ

ぽき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

19月，拍。2日1柏。2日

1　9日・24日i舶・30日

1紛月陣・．1登即5日

おめ1罎庭（醐箋》　　　（生年月縫〉

ンう

峯ちゃん　解藤淳・一・芳江さんの二男

　　　　松之鋤（拍葉。屋）　5・8・幻

　　琶篭　　嵩、　　　盈・’
　　羅　駕騰＝　・．

　　りす組

たかはしあきさん

　（湯本鍍新〉

わたしがなわとびを

しているところ

お《紗ゐ《蹴》　　（死欝朋）

橿原　平蔵さん　78歳

　　　　　天水越（よろずや〉5・8・3

村山ミサヲさん　67歳

　　　　　坪野（がに沢）　5・8・8
村山　葺シさん　92歳

　　　　　湯山（中屋）　　　5・8・捻

山岸松蔵さん82歳

　　　　　新由（桶やさ）　　5・8・勝

本山　高蔵さん88歳

　　　　　照麦立（古塵敷）　5・8・23

※8月1欝から鍛冒までの趨出分です。

▼
8
月
の
で
き
ご
と

3
鷺
　
腰
業
共
済
連
絡
舞
会
義

　
　
毘
盤
幾
員
協
議
瓜
。

2726　 222（｝　王9　 三284欝El　印1ヨ　　績　　鷺欝鐵

港
人
ク
ラ
ブ
篇
．
長
会
礒

真
．
機
の
　
ま
つ
り

欝
険
掌
校

（
鷺
鷺
ま
で
・
大
厳
寺
嵩
原
等
）

磁
期
山
村
融
」

　
（
2
4
臓
濠
で
・
浦
田
地
鷺
）

戦
没
餐
慰
醗
祭

驚
厩
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
騎
罠
体
脊
館
）

農
業
委
輿
会
総
会

購
ゲ
ー
ト
ボ
享
ル
大
会

　
（
9
月
3
田
も
萄
）

▼
9
月
”
無
～
麺
月
紛
β
の
予
定

支062722蒙8工4
鷺　 繕　 貨　ε蓬　漏　 ξヨ

駿
突
観
察
教
窯

親
罫
映
爾
の
タ
ベ

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
）

識
会
驚
例
会
（
銘
闘
も
奮
）

特
鯛
免
許
璽
新

第
1
2
闘
職
駅
伝
大
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン

き
の
こ
狩
り
大
会

（
大
厳
寺
嵩
漂
・
”
醸
も
禽
）

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
低
灘
と
藁
爾
で
獺
の
発
脅
が
大
轍

，
に
遅
れ
て
い
ま
す
．

　
例
年
だ
と
九
月
季
ノ
畷
か
ら
穏
刈

．
り
が
始
ま
り
ま
寛
が
、
今
薦
は
累
く

㎜
ヅ
、
九
月
下
旬
、
遅
い
所
だ
と
十
懲
ー

．
旬
に
ず
れ
込
み
そ
う
で
す
。

　
L
越
地
方
の
作
況
指
数
は
や
や
不

㎜
鍵
の
九
牽
七
だ
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
指
数
も
今
後
の
災

■
候
の
鐡
復
を
期
袴
し
壁
、
の
数
掌
の
た

・
め
、
実
際
の
作
柄
と
は
大
き
く
異
な

』
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
購
天
の
沼
が
続
き
、
遅

』
れ
て
い
る
獺
の
発
鷺
が
少
し
で
も
醸

復
す
る
と
良
い
で
す
ね
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

九
月
一
鷺
の
人
爲

総
人
環
／
三
、
六
置
○
（
▲
六
〉

　
　
男
／
一
、
七
八
二
（
▲
三
）

　
　
女
／
一
、
八
六
八
（
▲
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
セ
九
（
▲
…
）

（
　
）
内
は
八
月
｝
黛
と
の
比
較
　
・

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
弩

平
成
五
年
九
月
牽
繍
発
行

発
行
／
獅
潟
県
松
之
山
跡

　
　
　
劔
黛
灘
九
－
六
－
鷺
欝
二

　
F
A
X
⇔
織
甕
　
…
ハ
ー
黒
誠
…
五

編
集
／
総
務
諜

翻籔3塾0購劔．2遡

Y

駒
蔑

広報

台風を吹き飛ばすほど威勢の良かった女性みこし（槻螺り〉

鰻今月号の話題鰻
9月窟弼議会一◆一…一‘蟹一一・一2

平成4年度決算一…一一・・一一…3

老人保健編祉計醐調鷹結果…………4・5

松之由祭り…一…………“・一』………・…6

新潟県少年の主張東頸地区大会作最

　　　　　　　　　　感・ゆ一。り…一一・8．9

9月のフオトニ・ユース……φ・・………王0・n

集落探訪（水梨）……一……一・…∴…稔

公罠館だより………一……・…………・…14
今年も縮刈り体験に訪れた敬瀦学園高校の皆さん
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九
月
定
鋼
議
塗
が
九
月
二
十
七
騰
、

二
十
八
鷺
の
、
…
購
賑
醐
催
さ
れ
、
平

成
鰯
年
度
の
決
雛
及
び
平
成
鴛
葬
痩

の
補
疋
予
算
、
条
例
の
改
証
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
鄭

　
平
成
照
年
度
の
決
算
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
次
の
ぺ
ー
ジ
に
揚
載
し
ま

し
た
の
で
ご
驚
・
だ
さ
い
。

　
平
成
五
年
農
の
補
疋
野
算
で
は
、

｝
般
会
計
で
二
億
一
、
〇
一
．
．
乃
烈

千
円
（
二
回
分
合
計
）
と
い
う
大
愚

な
補
疋
が
行
わ
れ
、
総
額
三
五
億
闘

践
二
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
議
会
の
陶
恵
を
必
要
と
す

る
財
産
の
取
得
二
件
も
承
認
綴
決
さ

れ
ま
し
た
、

　
｝
般
鷺
問
は
、
異
常
餓
象
の
影
饗

で
深
剣
な
被
轡
を
受
け
て
い
る
米
問

題
を
中
心
に
、
照
人
の
講
轟
が
行
い

ま
し
た
．

　
な
お
、
質
闘
事
積
等
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
補
正
と
、
財
産
の
取

得
二
件
は
次
の
と
お
り
で
す
．

▼
国
疑
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
器
岬
｝
万
円
を
追
撫
し
、
総
額
三
億

照
、
二
縢
照
万
二
千
円
と
す
る
瀞

▼
松
之
山
診
療
斯
勘
定

L

　
一
二
、
．
、
万
九
千
円
を
追
撫
し
、
総

額
二
億
九
、
八
〇
一
芳
六
千
円
と
す

る
。▼

簡
易
水
道
事
業

　
五
万
、
千
円
を
追
加
し
、

億
一
〇
五
芳
七
千
円
と
す
る
。

▼
財
産
の
取
得

⑨
消
防
ポ
ン
プ
自
動
欝
鴬
台

　
｝
、
　
一
狂
三
万
円

5
鞭
上
窺
∴
台
（
十
人
乗
り
）

　
九
八
三
万
六
千
円

鋳総務費

○湯本地内保安林購入費　　　　　　　　　8，342千縫

○高齢蕎編祉対策基金（地域橿銑分）積立金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59，527千円

○財政調整基金積立金　　　　　　　　　　60，000千円

o観光施設整備基金積立金　　　　　　　　　2，666千円

2β間にわたって懐璽な審議を行いました

6，000千円

〉民生費

○歓会橿祉法人東頸編祉会補助金

6，285千円

4，（｝6蒙千円

レ農林水産業費

○農道賑麦立地区工事増

○温泉熱利紹温室建築工事費増

2，680千円

〉商工費

04号井ボンプ捷1付ユニ事

2，419千円

〉土木費

○町営住宅絹地灘量委託料等

〉災害復揖費

o林道牛ケ鼻浦照線災霧1復賑』工事等　　　　　i2，622千円

○票営委託農業罵施設災害復類』£事（3力漸〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　23，873千円

￥
雛
チ
壌
戸
義
許
貰
弾
駿
茎
弐
〆
糞
炉
累
肇
琉
多
チ
壌
歪
茎
憂
零
び
峯
韓
幽
≦
ρ
壌
ゼ
葦
雛
4
竃
」
檎
峯
ダ
案
タ
多
累
奮
馨
竺
が
填
読

や舗娼欺晒蹴蝋舗幅獣袖糾臥騨鰍舗姻畑取脳鯉吃図幣洲嘲鰯蟻鉾“榊栖樹幅取陥舗幅撃

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

撒
名
再
任
さ
れ
る

　
九
月
三
十
瀕
で
任
鰯
が
満
了
と
な

っ
た
圃
定
資
産
評
鱗
審
糞
姿
興
…
私

が
、
議
会
の
同
憲
を
篠
て
再
任
さ
れ

ま
し
た
．

　
佐
藤
　
正
男
ハ
天
水
越
〉

超糊』
　福原公望さん

教
育
委
員
欄
名

任
命
さ
れ
る

　
九
月
三
十
臼
で
任
期
が
満
了
と
な

っ
た
嵩
波
仁
｝
郎
さ
ん
の
後
任
に
、

小
谷
の
編
原
公
望
さ
ん
が
議
会
の
岡

懲
を
得
て
、
十
月
…
田
付
櫛
、
教
育
婁

鏡
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
．

　
欄
原
毒
ん
は
畏
年
教
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
、
今
後
も
町
の
教
欝
の
発
展

に
努
力
し
た
い
と
抱
負
を
藷
っ
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
十
月
一
霞
に
教
欝
委
員
会

が
踊
催
さ
れ
、
蚕
愚
長
に
編
原
公
望

さ
ん
、
婁
貴
長
職
務
代
理
蓄
に
猪
俣

栄
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

糾・転麟、脳．．榊獅榊桝・幅猷瞬樽姻鰯電蹴櫓・晒・漁曾娼娼幅』康轍蟻一蹴舗－轍購

ぎ
き
累
き
睾
裟
董
整
き
き
義
婁
敦
葦
育
き
蓑
箋
き
多
き
葦
峯
筑
§
ξ
毫
嚢
き
峯
雛
き
雛
多
き
㍑

　
単
成
照
年
度
の
松
之
山
購
一
般
会

計
及
び
圏
幾
健
康
保
険
な
ど
．
、
｝
つ
の

特
劉
会
欝
の
決
算
刀
、
九
月
建
例
議

会
で
承
短
、
儀
決
さ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
会
計
で
は
、
簸
初
予
算
二
九

億
六
、
七
〇
～
万
八
千
円
紅
対
し
、

そ
の
後
七
灘
の
補
疋
と
三
鶴
度
の
繰

越
明
許
費
を
撫
え
た
叢
終
予
算
額
は

三
照
億
二
、
黛
○
黒
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
密
な
も
の
は
、
五
六
・
駕

％
を
露
め
る
地
方
交
付
税
で
、
一
九

億
一
、
八
難
鴛
万
円
、
一
〇
・
三
％

の
県
支
呂
金
三
億
照
、
九
闘
二
万
六

．

干
円
、
繰
入
金
、
、
億
縢
、
六
七
九
ガ

九
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
患
の
孟
な
も
の
は
、
｝
九
・
一

％
を
占
め
る
農
林
水
産
業
費
．
億
｝
．
｝
、

○
八
○
万
七
千
円
、
同
一
九
・
　
％

の
総
務
費
六
億
三
、
○
○
、
万
七
畢

円
、
　
｝
幽
・
繭
％
の
公
檬
費
縢
億
七
、

照
七
八
万
五
千
円
な
ど
で
す
。

　
町
幾
の
薩
接
負
握
と
な
る
税
収
入

は
二
催
陣
一
、
　
八
六
六
｝
力
翅
千
円
、
税

外
収
入
は
～
億
五
、
五
〇
九
万
鷺
千

円
で
合
計
三
億
七
、
三
七
鶯
万
七
千

　
門

蕪
円
響
闇

瀬
辮
欝
卿

畷
惣
艇
購
棚
蜘
購
蝦

　
㎜
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｝

　
丁
…
レ
ー
ー
…
ヂ
…
し

　
ハ

簸
導
〉

妻
ー
％

負
噺
o

畷
蟹

　
　
訂

　
　
門
6

　
　
億

　
　
3
㌔

円
と
な
り
、
町
厩
一
人
当
り
ぐ
翻
る

と
約
一
〇
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
　
｝
人
当
り
の
篠
接
負
撞
は

曄
年
度
と
ほ
ぼ
岡
じ
で
す
、

　
一
般
会
謙
及
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
購
般
会
計

o
歳
入
　
黒
繭
億
六
〇
｝
万
五
、
ニ

　
　
　
　
ニ
一
円

○
歳
出
　
讐
、
億
三
二
九
万
二
、
三

　
　
　
　
九
九
門

○
一
億
工
七
ニ
ガ
ニ
、
八
二
一
附
の

　
黒
．
畢

　地方交付税

19億i，855万円

　　　（56．3％）

▼
鼠
戻
健
康
保
険
特
刷
会
翫

＠
事
業
勘
定

○
歳
入
　
　
黒
傭
陶
七
、
　
六
九
二
一
カ
…
、

　
　
　
　
ご
一
八
円

○
歳
…
患
　
　
黒
億
論
ハ
、
　
六
脳
贈
一
力
七
、

　
　
　
　
三
一
〇
円

〇
一
、
○
脳
t
万
黛
、
八
一
八
円
の

＠
同
会
謙
松
之
山
診
療
所
勘
定

O
歳
入
　
鷺
億
六
六
｛
一
万
九
、
獺
六

　
　
　
　
二
円

o
歳
出
　
三
億
二
闘
…
万
照
八
八
円

○
顯
二
〇
万
八
、
九
七
囲
円
の
璽
、
罫

照庫支出金・その飽

2億9，358万3千円＿
　（8．5％）

　　　麟
　　　　饒多、

鱗親

議会費

5，789万6千円

　（1．7％1

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

○
歳
入
　
三
億
七
、
六
六
八
万
獺
、

　
　
　
　
｝
懸
騨
両

o
歳
出
　
、
、
一
億
七
、
一
七
一
万
購
、

　
　
　
　
○
、
二
“
“
瓢
円

○
繭
九
七
万
一
一
〇
円
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
事
業
特
溺
会
謙

○
歳
入
　
…
億
九
、
三
六
八
乃
六
、

　
　
　
　
簾
｝
九
円

O
歳
出
　
　
｝
億
八
、
　
〇
六
｝
万
繭
、

　
　
　
　
八
七
六
円

〇
一
、
　
｝
二
〇
七
万
一
、
　
ニ
バ
　
、
門
の

欝繍が

撒一＼

N．轍

．葱
鱗防繭

衛生費（5．4％〉
億7，902万6千円

濾防費・その他、

1億432万5千円
（3．1％）　　－

　農林水産業費

6億3，（180万7千円

　　（三9．1％〉

灘搾

商工費1億5，4％万9千円
　　　（4．7％）

3



I
O
O
［

2

　
九
月
定
鋼
議
塗
が
九
月
二
十
七
騰
、

二
十
八
鷺
の
、
…
購
賑
醐
催
さ
れ
、
平

成
鰯
年
度
の
決
雛
及
び
平
成
鴛
葬
痩

の
補
疋
予
算
、
条
例
の
改
証
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
鄭

　
平
成
照
年
度
の
決
算
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
次
の
ぺ
ー
ジ
に
揚
載
し
ま

し
た
の
で
ご
驚
・
だ
さ
い
。

　
平
成
五
年
農
の
補
疋
野
算
で
は
、

｝
般
会
計
で
二
億
一
、
〇
一
．
．
乃
烈

千
円
（
二
回
分
合
計
）
と
い
う
大
愚

な
補
疋
が
行
わ
れ
、
総
額
三
五
億
闘

践
二
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
議
会
の
陶
恵
を
必
要
と
す

る
財
産
の
取
得
二
件
も
承
認
綴
決
さ

れ
ま
し
た
、

　
｝
般
鷺
問
は
、
異
常
餓
象
の
影
饗

で
深
剣
な
被
轡
を
受
け
て
い
る
米
問

題
を
中
心
に
、
照
人
の
講
轟
が
行
い

ま
し
た
．

　
な
お
、
質
闘
事
積
等
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
補
正
と
、
財
産
の
取

得
二
件
は
次
の
と
お
り
で
す
．

▼
国
疑
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
器
岬
｝
万
円
を
追
撫
し
、
総
額
三
億

照
、
二
縢
照
万
二
千
円
と
す
る
瀞

▼
松
之
山
診
療
斯
勘
定

L

　
一
二
、
．
、
万
九
千
円
を
追
撫
し
、
総

額
二
億
九
、
八
〇
一
芳
六
千
円
と
す

る
。▼

簡
易
水
道
事
業

　
五
万
、
千
円
を
追
加
し
、

億
一
〇
五
芳
七
千
円
と
す
る
。

▼
財
産
の
取
得

⑨
消
防
ポ
ン
プ
自
動
欝
鴬
台

　
｝
、
　
一
狂
三
万
円

5
鞭
上
窺
∴
台
（
十
人
乗
り
）

　
九
八
三
万
六
千
円

鋳総務費

○湯本地内保安林購入費　　　　　　　　　8，342千縫

○高齢蕎編祉対策基金（地域橿銑分）積立金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59，527千円

○財政調整基金積立金　　　　　　　　　　60，000千円

o観光施設整備基金積立金　　　　　　　　　2，666千円

2β間にわたって懐璽な審議を行いました

6，000千円

〉民生費

○歓会橿祉法人東頸編祉会補助金

6，285千円

4，（｝6蒙千円

レ農林水産業費

○農道賑麦立地区工事増

○温泉熱利紹温室建築工事費増

2，680千円

〉商工費

04号井ボンプ捷1付ユニ事

2，419千円

〉土木費

○町営住宅絹地灘量委託料等

〉災害復揖費

o林道牛ケ鼻浦照線災霧1復賑』工事等　　　　　i2，622千円

○票営委託農業罵施設災害復類』£事（3力漸〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　23，873千円

￥
雛
チ
壌
戸
義
許
貰
弾
駿
茎
弐
〆
糞
炉
累
肇
琉
多
チ
壌
歪
茎
憂
零
び
峯
韓
幽
≦
ρ
壌
ゼ
葦
雛
4
竃
」
檎
峯
ダ
案
タ
多
累
奮
馨
竺
が
填
読

や舗娼欺晒蹴蝋舗幅獣袖糾臥騨鰍舗姻畑取脳鯉吃図幣洲嘲鰯蟻鉾“榊栖樹幅取陥舗幅撃

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

撒
名
再
任
さ
れ
る

　
九
月
三
十
瀕
で
任
鰯
が
満
了
と
な

っ
た
圃
定
資
産
評
鱗
審
糞
姿
興
…
私

が
、
議
会
の
同
憲
を
篠
て
再
任
さ
れ

ま
し
た
．

　
佐
藤
　
正
男
ハ
天
水
越
〉

超糊』
　福原公望さん

教
育
委
員
欄
名

任
命
さ
れ
る

　
九
月
三
十
臼
で
任
期
が
満
了
と
な

っ
た
嵩
波
仁
｝
郎
さ
ん
の
後
任
に
、

小
谷
の
編
原
公
望
さ
ん
が
議
会
の
岡

懲
を
得
て
、
十
月
…
田
付
櫛
、
教
育
婁

鏡
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
．

　
欄
原
毒
ん
は
畏
年
教
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
、
今
後
も
町
の
教
欝
の
発
展

に
努
力
し
た
い
と
抱
負
を
藷
っ
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
十
月
一
霞
に
教
欝
委
員
会

が
踊
催
さ
れ
、
蚕
愚
長
に
編
原
公
望

さ
ん
、
婁
貴
長
職
務
代
理
蓄
に
猪
俣

栄
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

糾・転麟、脳．．榊獅榊桝・幅猷瞬樽姻鰯電蹴櫓・晒・漁曾娼娼幅』康轍蟻一蹴舗－轍購

ぎ
き
累
き
睾
裟
董
整
き
き
義
婁
敦
葦
育
き
蓑
箋
き
多
き
葦
峯
筑
§
ξ
毫
嚢
き
峯
雛
き
雛
多
き
㍑

　
単
成
照
年
度
の
松
之
山
購
一
般
会

計
及
び
圏
幾
健
康
保
険
な
ど
．
、
｝
つ
の

特
劉
会
欝
の
決
算
刀
、
九
月
建
例
議

会
で
承
短
、
儀
決
さ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
会
計
で
は
、
簸
初
予
算
二
九

億
六
、
七
〇
～
万
八
千
円
紅
対
し
、

そ
の
後
七
灘
の
補
疋
と
三
鶴
度
の
繰

越
明
許
費
を
撫
え
た
叢
終
予
算
額
は

三
照
億
二
、
黛
○
黒
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
密
な
も
の
は
、
五
六
・
駕

％
を
露
め
る
地
方
交
付
税
で
、
一
九

億
一
、
八
難
鴛
万
円
、
一
〇
・
三
％

の
県
支
呂
金
三
億
照
、
九
闘
二
万
六

．

干
円
、
繰
入
金
、
、
億
縢
、
六
七
九
ガ

九
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
患
の
孟
な
も
の
は
、
｝
九
・
一

％
を
占
め
る
農
林
水
産
業
費
．
億
｝
．
｝
、

○
八
○
万
七
千
円
、
同
一
九
・
　
％

の
総
務
費
六
億
三
、
○
○
、
万
七
畢

円
、
　
｝
幽
・
繭
％
の
公
檬
費
縢
億
七
、

照
七
八
万
五
千
円
な
ど
で
す
。

　
町
幾
の
薩
接
負
握
と
な
る
税
収
入

は
二
催
陣
一
、
　
八
六
六
｝
力
翅
千
円
、
税

外
収
入
は
～
億
五
、
五
〇
九
万
鷺
千

円
で
合
計
三
億
七
、
三
七
鶯
万
七
千

　
門

蕪
円
響
闇

瀬
辮
欝
卿

畷
惣
艇
購
棚
蜘
購
蝦

　
㎜
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｝

　
丁
…
レ
ー
ー
…
ヂ
…
し

　
ハ

簸
導
〉

妻
ー
％

負
噺
o

畷
蟹

　
　
訂

　
　
門
6

　
　
億

　
　
3
㌔

円
と
な
り
、
町
厩
一
人
当
り
ぐ
翻
る

と
約
一
〇
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
　
｝
人
当
り
の
篠
接
負
撞
は

曄
年
度
と
ほ
ぼ
岡
じ
で
す
、

　
一
般
会
謙
及
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
購
般
会
計

o
歳
入
　
黒
繭
億
六
〇
｝
万
五
、
ニ

　
　
　
　
ニ
一
円

○
歳
出
　
讐
、
億
三
二
九
万
二
、
三

　
　
　
　
九
九
門

○
一
億
工
七
ニ
ガ
ニ
、
八
二
一
附
の

　
黒
．
畢

　地方交付税

19億i，855万円

　　　（56．3％）

▼
鼠
戻
健
康
保
険
特
刷
会
翫

＠
事
業
勘
定

○
歳
入
　
　
黒
傭
陶
七
、
　
六
九
二
一
カ
…
、

　
　
　
　
ご
一
八
円

○
歳
…
患
　
　
黒
億
論
ハ
、
　
六
脳
贈
一
力
七
、

　
　
　
　
三
一
〇
円

〇
一
、
○
脳
t
万
黛
、
八
一
八
円
の

＠
同
会
謙
松
之
山
診
療
所
勘
定

O
歳
入
　
鷺
億
六
六
｛
一
万
九
、
獺
六

　
　
　
　
二
円

o
歳
出
　
三
億
二
闘
…
万
照
八
八
円

○
顯
二
〇
万
八
、
九
七
囲
円
の
璽
、
罫

照庫支出金・その飽

2億9，358万3千円＿
　（8．5％）

　　　麟
　　　　饒多、

鱗親

議会費

5，789万6千円

　（1．7％1

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

○
歳
入
　
三
億
七
、
六
六
八
万
獺
、

　
　
　
　
｝
懸
騨
両

o
歳
出
　
、
、
一
億
七
、
一
七
一
万
購
、

　
　
　
　
○
、
二
“
“
瓢
円

○
繭
九
七
万
一
一
〇
円
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
事
業
特
溺
会
謙

○
歳
入
　
…
億
九
、
三
六
八
乃
六
、

　
　
　
　
簾
｝
九
円

O
歳
出
　
　
｝
億
八
、
　
〇
六
｝
万
繭
、

　
　
　
　
八
七
六
円

〇
一
、
　
｝
二
〇
七
万
一
、
　
ニ
バ
　
、
門
の

欝繍が

撒一＼

N．轍

．葱
鱗防繭

衛生費（5．4％〉
億7，902万6千円

濾防費・その他、

1億432万5千円
（3．1％）　　－

　農林水産業費

6億3，（180万7千円

　　（三9．1％〉

灘搾

商工費1億5，4％万9千円
　　　（4．7％）

3
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嵩齢化社会に向けてi．ノ

老糞保健福継誌画調董給果

　
今
年
脳
月
末
か
ら
烈
月
に
か
け
て

婁
施
し
ま
し
た
、
　
「
嵩
齢
餐
・
福
祉

二
ー
ズ
調
蒼
お
よ
び
編
祉
に
対
す
る

住
鋭
意
識
調
嶽
“
の
結
巣
が
で
ま
し

た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
対
象
と

　
　
　
年
齢
構
成

　
調
卿
蹴
は
購
内
に
隅
｝
住
す
る
六
十
覧

歳
以
上
の
方
、
照
十
歳
か
ら
．
五
幸
歳

の
方
、
縷
た
き
り
老
人
の
方
、
障
轡

煮
手
嬢
。
療
育
手
帳
を
持
つ
て
い
る

方
を
対
象
と
し
ま
し
た
釦

　
な
お
、
　
六
畢
・
五
歳
以
上
と
四
驚
ー
歳

か
ら
五
十
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
住

罠
基
塞
ム
羅
帳
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
（
）

人
を
無
作
為
抽
出
し
、
寝
た
き
り
老

入
と
臆
霧
蓄
手
帳
・
療
轡
重
嬢
を
持

っ
て
い
る
方
ほ
つ
い
て
は
悉
皆
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
闘
鍔
一
鷺
規
在
の
六
十
五

歳
以
上
の
人
黛
は
一
、
〇
七
六
人
で
、

内
訳
は
男
照
践
穴
人
、
女
六
二
〇
入

と
な
っ
て
い
ま
す
⇔

　
葎
齢
踏
麟
甥
で
は
、
六
牽
五
歳
か

ら
六
十
九
歳
が
三
八
○
人
、
七
十
歳

か
ら
七
十
餌
歳
が
二
八
六
人
、
七
十

五
歳
か
ら
七
十
九
歳
が
｝
七
五
人
、

八
十
歳
か
ら
八
十
闘
歳
が
一
縢
圏
入
、

八
牽
五
歳
以
上
が
九
一
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。

調登票園　翻収率
収数（人〉　　　（％〉

　　465　　93．0

　　467　　　93．4

　　　10　　90．9

　　99　　88．4

、Lゆ銭☆

入
ロ
ピ
ラ
ミ
ツ
ド

　
松
之
由
購
の
高
齢
化
の
状
況
お
よ

び
今
後
の
人
澱
推
移
を
知
る
う
え
で
、

人
印
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
は
重
要
に
な
っ
て

　
　
り
　
ゆ

き
ま
サ

　
入
鶯
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
肥
三
角
形
に

近
い
ほ
ど
人
環
は
増
加
し
濠
す
が
、

松
之
山
町
の
場
禽
は
嵩
齢
潜
の
翻
禽

が
高
く
、
次
代
を
担
う
蒋
無
磨
が
著

し
く
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

調査対象者と園収率

　　　　　　調査対象－

　　　　　　者数（人〉

65歳以上　 500

500

　　　　　剛　　　　　｝醗　　　　｝　　　一｝　　｝㎜　　『　㎜　皿｝㎜

40歳～50歳

　　　　　刷｝　　　　｝　　一㎜一｝
　　　　　　1圭

　　　　　鍛2

　　　1，i．23

L＿

寝たきり老人

障蜜蕎等

謙

　　　㎜㎜　｝｝一㎜

　
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
翻
合
を

示
す
高
齢
化
率
は
年
々
増
加
し
、
十

年
後
に
は
照
○
％
近
く
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
老
人
保
健
橿
祉
計
画
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
篇
齢
蕎
比
率
の

変
化
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
老
人
の

推
移
、
不
老
閣
へ
の
入
所
、
鷹
宅
介

罎
の
増
撫
等
を
考
慮
し
、
平
成
十
二

年
ま
で
を
見
越
し
た
計
爾
に
す
る
予

定
で
す
。

　　籔　　腎

軍成5年4月圭田現雀
　　　　　　　　　　　　　4

100以、上

90～99

80～89

70～79

60～69

50～59

40～49

30～39

20～29

10～19

0～9

三　女1，845人

15

男1，771人 驚2 欝3

雛獲 2薮

3翻 醗の

鎚薬 3鍛

鶉欝 2⑲21

選麟 魏墾

雛 懸

箆㊤ 鎗6．

羨総 麗塾

400　　　300　　　200　　　100　　0

　　　　　　　　　　　　　　（入）
年齢区分
　　　（磯〉

　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

O　　100　　　200　　　300　　　400

く人）

聞屡、家族の状況について墨てはまるのはどれですか。

　　　2と3のどちらにも該当する場合は2としてください。

39．8％

　高齢養本人だけび）慰帯
蓬、　　　　　婦、
　　（ひとり1纂し〉

42．2％

　蕩齢者本人とその酎綴
？

蝋潜4）みの働帯

　商齢者本人とその飽の
3、＿　　　　　　憎
　漏齢鞍のみぴ）轍蟹

｝

　
％

　
潟
　
一

　
6睡

」

　その飽の樵帯
4、

　　（岡屠世翻

5、無効麟誉

壁灘藷欝轡鵬・≒課犠哩繋漏誇襲囎鍵鶉。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴

問2、問屡で1・2・3のいずれかに該当した方だけにお訪ねします。

　　　病気や緊急のときは誰に連絡しますか。当てはまるものすべてに○をつけてください。

62．玉％

56．5％

5ひ．9％

　　琳　｛
■軸』｝

㎜

　「別緩の子供、親族など」の身内、親しいヂ隣

近漸の人」、いつも受診している「かかりつけの

医』緬」がほとんどで他は少ない。

　なお、世帯ごとにみた場合、ひとり暮し世帯

と夫婦翅）みの世帯はこの図と岡じ傾陶を示すが、

高齢者のみの世帯は「かかりっけの医瞬∫隣近

所の人∫別屠の子供、親族など」の順になるQ

ヂ
…
｝
…
ー
ー
ー
ー
！

鞄榊

｝　　一一　　㎜　｝　一皿，

3．0％

0．9％

6．（1％

9。4％

o．9％

3．o％

1、　辱彗鷹1び＞子・察翼、　肇髭懲∈1など

2、隣．う、廷斬の人

3、かか影．）つけの緩師

4、保健婦

5、ホー一ムヘルパー

6、艮生擾1．轟

7、その他の人

8、1誰もいない

9、無効園答

※来月一讐以降も三主な調鷹結梨を掲3載する予卜定です。

調熱こご協力いただ越した皆さ就縷くお礼賦上げます・（福祉係）

5



l
F
O
F

4

嵩齢化社会に向けてi．ノ

老糞保健福継誌画調董給果

　
今
年
脳
月
末
か
ら
烈
月
に
か
け
て

婁
施
し
ま
し
た
、
　
「
嵩
齢
餐
・
福
祉

二
ー
ズ
調
蒼
お
よ
び
編
祉
に
対
す
る

住
鋭
意
識
調
嶽
“
の
結
巣
が
で
ま
し

た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
対
象
と

　
　
　
年
齢
構
成

　
調
卿
蹴
は
購
内
に
隅
｝
住
す
る
六
十
覧

歳
以
上
の
方
、
照
十
歳
か
ら
．
五
幸
歳

の
方
、
縷
た
き
り
老
人
の
方
、
障
轡

煮
手
嬢
。
療
育
手
帳
を
持
つ
て
い
る

方
を
対
象
と
し
ま
し
た
釦

　
な
お
、
　
六
畢
・
五
歳
以
上
と
四
驚
ー
歳

か
ら
五
十
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
住

罠
基
塞
ム
羅
帳
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
（
）

人
を
無
作
為
抽
出
し
、
寝
た
き
り
老

入
と
臆
霧
蓄
手
帳
・
療
轡
重
嬢
を
持

っ
て
い
る
方
ほ
つ
い
て
は
悉
皆
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
闘
鍔
一
鷺
規
在
の
六
十
五

歳
以
上
の
人
黛
は
一
、
〇
七
六
人
で
、

内
訳
は
男
照
践
穴
人
、
女
六
二
〇
入

と
な
っ
て
い
ま
す
⇔

　
葎
齢
踏
麟
甥
で
は
、
六
牽
五
歳
か

ら
六
十
九
歳
が
三
八
○
人
、
七
十
歳

か
ら
七
十
餌
歳
が
二
八
六
人
、
七
十

五
歳
か
ら
七
十
九
歳
が
｝
七
五
人
、

八
十
歳
か
ら
八
十
闘
歳
が
一
縢
圏
入
、

八
牽
五
歳
以
上
が
九
一
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。

調登票園　翻収率
収数（人〉　　　（％〉

　　465　　93．0

　　467　　　93．4

　　　10　　90．9

　　99　　88．4

、Lゆ銭☆

入
ロ
ピ
ラ
ミ
ツ
ド

　
松
之
由
購
の
高
齢
化
の
状
況
お
よ

び
今
後
の
人
澱
推
移
を
知
る
う
え
で
、

人
印
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
は
重
要
に
な
っ
て

　
　
り
　
ゆ

き
ま
サ

　
入
鶯
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
肥
三
角
形
に

近
い
ほ
ど
人
環
は
増
加
し
濠
す
が
、

松
之
山
町
の
場
禽
は
嵩
齢
潜
の
翻
禽

が
高
く
、
次
代
を
担
う
蒋
無
磨
が
著

し
く
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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六
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し
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年
後
に
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照
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％
近
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に
な
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も
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と
思
わ
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ま
す
。
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保
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橿
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す
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率
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変
化
、
寝
た
き
り
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痴
呆
性
老
人
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推
移
、
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老
閣
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入
所
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鷹
宅
介

罎
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増
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等
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慮
し
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平
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十
二
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ま
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を
見
越
し
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計
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す
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予

定
で
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稲
刈
り
酌
の
楽
し
い
イ
ベ
㌧
〆
ト
松

之
山
祭
り
が
、
台
風
十
、
、
の
影
響

で
分
散
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
り

　
一
沼
目
の
九
月
照
撫
は
台
風
が
接

近
し
た
た
め
、
す
べ
て
の
行
事
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
前
鑓
神
撤
か
ら
出
し
て

お
い
た
み
こ
し
を
奉
納
す
る
た
め
、

午
後
三
時
過
ぎ
か
ら
女
性
み
こ
し
が

鑓
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ー
ン
理
象
で
少
し
強
い
爾
風

が
吹
い
て
い
ま
し
た
が
雨
は
降
ら
ず
、

み
こ
し
は
例
舘
の
コ
ー
ス
を
変
更
し

て
、
大
賦
工
務
店
の
作
棄
所
萌
か
ら

松
之
山
交
差
点
・
保
膏
斬
箭
を
通
り

十
二
神
敏
へ
両
い
蒙
し
た
。

　
予
想
以
上
に
璽
た
い
み
こ
し
は
な

か
な
か
醜
へ
進
ま
ず
、
男
性
の
手
を

借
り
た
り
粥
翻
も
休
ん
だ
り
し
て
進

み
ま
し
た
。

　
二
鍛
目
の
五
預
は
、
ギ
後
か
ら
松

之
山
公
愈
堂
で
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、

畏
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
が
夕
方
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
夕
方
六
縛
か
ら
歩
行
饗
芙
圏
が
嫡

ま
り
、
焼
ソ
バ
・
タ
コ
焼
き
・
金
魚

す
く
い
な
ど
の
夜
店
が
強
び
、
大
勢

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
嚢
多
鱒
の
．
奪
さ
ん
は
ビ
エ

澱
の
服
蔽
媒
で
道
行
く
人
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
象
し
た
顧

　
八
蒋
か
ら
花
火
大
∠
、
淋
が
始
ま
り
、

観
客
は
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
き

れ
い
な
花
火
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
秘

　
瓦
月
十
繍
午
蔚
紅
は
、
松
之
山
保

欝
所
園
晃
の
ち
び
っ
こ
み
こ
し
が
元

鐵
良
く
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
園
兇
の
お
み
こ
し
が
遡

る
と
、
沿
遵
の
人
た
ち
は
待
ち
か
ね

た
よ
う
に
ナ
翼
を
撮
っ
た
り
花
代
を

渡
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
の
第
一
土
・
資
曜
臓
に
秋
祭

り
を
汁
醐
し
て
い
た
舞
落
に
と
っ
て
、

・
風
の
接
近
は
本
当
紅
予
想
外
の
出

来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
襲
墨
は
購
れ
る
と
寅
い
で
す
ね
。

ピエほの簿艮装は人臼を引き、タニコ焼きの売上毛デも

良かったようです。

雛

なかなかすくえなかった金魚すくいは手供たちに大人気

途中から雨が降ってきましたが、最後まで

発気に練り歩いたちびっこみこし

6

　
昭
憩
六
十
灘
簿
、
町
鰯
施
行
黒
十

周
年
を
記
．
脚
し
て
「
名
鷹
鎧
選
幅
が

綱
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
巻
の
皆
き
ん
は
、
各
分
野
で
秀

で
た
実
績
を
お
持
ち
の
七
十
歳
以
ヒ

の
方
で
、
硯
往

ー
九
艦
が
認
驚
き

　　　　　　　　（平成5年9月．宋環在〉

畠
！
l．諜講㌍，．烈

甚　　藤＋　　　　1
董盤難．1墨塾劉

松之山町名老百選

れ
て
い
ま
す
．

　
九
月
十
六
揖
続
は
、
植
木
騰
旅
館

で
名
巻
醤
選
の
集
い
が
闇
縫
さ
れ
、

瓢
規
認
耀
蕎
へ
の
認
定
証
授
ヲ
、
鐙

食
を
兼
ね
た
懇
談
岱
、
な
ど
が
な
ご
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

弊難部稗陽本i椥紳…8D輝碁
ギ　瞥批i小谷i丸山賠1惣彫亥彗

庸t　　搾i天水越き佐藤　重龍i76i短　　歌

1　　　L　　　＿＿

1 …

～ 5

　
ま
た
、
購
内
に
は
多
種
多
様
の
技

を
持
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
隼

れ
ま
す
。

　
購
で
は
積
極
的
に
追
加
認
建
を
費

い
、
皆
さ
ん
の
贈
標
に
な
る
よ
う
濡

躍
さ
れ
る
こ
と
を
顯
っ
て
い
ま
す
。

潜越灘蕪76÷一箪「繋　く郎襟わ響1
鑓憾遷謙隷墜匂　肇坂裁攣華歌」
1融緬副7曜謡　隷榔燃8・i撫舞譲装鋤
h　←　摩ヒ．　．　　‡一、　セ．r　　1
陣之鴎騰炉i88i演歌　　鳴…驕蝋三ξ7’l／中人

細久保瓢識1
湯禦響讐ゲ、響
㍊雛，謝諜判轟碁

コT，、測 OV　l’驚、蝉、コメ、聾」

認 …

蜜　彦平 呂6臨轟豆1

璽　啓治 74i灘　　暑 …
…
E

ξ
｝

一

箆☆蕪調…霧
牒ll難毒諜鼎

i縄瞬盤砺ん鮒1ユ
《》田辺啓治さんは、平成5年9月16顕新規認定

松
嵩
養
道
部
業
活
躍

　
少
人
数
な
が
ら
、
曝
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
纏
を
納
め
て
い
る
松

．
陶
難
道
部
の
活
躍
を
お
短
ら
せ
し
ま

す
。
　
（
敬
称
賂
）

▼
全
日
本
青
少
簿
書
道
展

⑪
文
部
大
距
欝
　
佐
藤
総
治
（
二
館
）

⑪
繍
本
灘
界
協
会
賞

　
　
　
　
小
野
塚
は
る
漿
欝
一
年
）

⑪
特
　
選
　
相
田
美
紀
堅
ハ
　
手
）

　
　
　
　
　
蕩
橋
理
恵

　
　
　
　
　
懸
辺
輿
理
（
二
俸
）

億
隼
特
選
　
大
見
斑
瑠
子
（
一
年
）

　
　
　
　
　
頒
辺
牽
恵
（
二
年
）

▼
全
臼
本
学
隻
書
道
展

◎
東
票
都
教
費
婁
蝿
会
賞

　
　
　
　
　
　
饒
藤
龍
治

　　鶴　　黎灘　　　　　灘　　　　難

鐵

⑪⑪⑪
金学特
　会選
叢賞掌
　　会
　　賞

隅
橋
理
恵

佐
藤
龍
治

相
田
美
紀
子

小
野
塚
は
る
菜

醗
辺
翼
礫

細
辺
當
恵

大
毘
翼
還
子

▼
臼
本
鼠
道
館
書
写
書
道
大
展
覧
会

⑪
隔
円
欝
賞
　
　
催
藤
龍
捨

ゆ
全
賦
本
鍵
写
盤
道
教
欝
観
甕
会
賞

　
　
　
　
　
　
　
大
兇
真
理
罫

⑫
毎
揖
獅
聞
絃
翼
　
田
辺
纂
理

＠
産
経
新
闘
社
貰
　
彬
田
美
紀
子

⑪
大
会
奨
励
鐸
　
　
小
野
塚
は
る
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
簡
橋
理
恵

受賞を薯ぶ部翼たち
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台
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想
以
上
に
璽
た
い
み
こ
し
は
な

か
な
か
醜
へ
進
ま
ず
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男
性
の
手
を

借
り
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り
粥
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休
ん
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進
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た
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二
鍛
目
の
五
預
は
、
ギ
後
か
ら
松

之
山
公
愈
堂
で
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、

畏
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
が
夕
方
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
夕
方
六
縛
か
ら
歩
行
饗
芙
圏
が
嫡

ま
り
、
焼
ソ
バ
・
タ
コ
焼
き
・
金
魚

す
く
い
な
ど
の
夜
店
が
強
び
、
大
勢

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
嚢
多
鱒
の
．
奪
さ
ん
は
ビ
エ

澱
の
服
蔽
媒
で
道
行
く
人
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
象
し
た
顧

　
八
蒋
か
ら
花
火
大
∠
、
淋
が
始
ま
り
、

観
客
は
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
き

れ
い
な
花
火
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
秘

　
瓦
月
十
繍
午
蔚
紅
は
、
松
之
山
保

欝
所
園
晃
の
ち
び
っ
こ
み
こ
し
が
元

鐵
良
く
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
園
兇
の
お
み
こ
し
が
遡

る
と
、
沿
遵
の
人
た
ち
は
待
ち
か
ね

た
よ
う
に
ナ
翼
を
撮
っ
た
り
花
代
を

渡
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
の
第
一
土
・
資
曜
臓
に
秋
祭

り
を
汁
醐
し
て
い
た
舞
落
に
と
っ
て
、

・
風
の
接
近
は
本
当
紅
予
想
外
の
出

来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
襲
墨
は
購
れ
る
と
寅
い
で
す
ね
。

ピエほの簿艮装は人臼を引き、タニコ焼きの売上毛デも

良かったようです。

雛

なかなかすくえなかった金魚すくいは手供たちに大人気

途中から雨が降ってきましたが、最後まで

発気に練り歩いたちびっこみこし
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昭
憩
六
十
灘
簿
、
町
鰯
施
行
黒
十

周
年
を
記
．
脚
し
て
「
名
鷹
鎧
選
幅
が

綱
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
巻
の
皆
き
ん
は
、
各
分
野
で
秀

で
た
実
績
を
お
持
ち
の
七
十
歳
以
ヒ

の
方
で
、
硯
往

ー
九
艦
が
認
驚
き

　　　　　　　　（平成5年9月．宋環在〉

畠
！
l．諜講㌍，．烈

甚　　藤＋　　　　1
董盤難．1墨塾劉

松之山町名老百選

れ
て
い
ま
す
．

　
九
月
十
六
揖
続
は
、
植
木
騰
旅
館

で
名
巻
醤
選
の
集
い
が
闇
縫
さ
れ
、

瓢
規
認
耀
蕎
へ
の
認
定
証
授
ヲ
、
鐙

食
を
兼
ね
た
懇
談
岱
、
な
ど
が
な
ご
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

弊難部稗陽本i椥紳…8D輝碁
ギ　瞥批i小谷i丸山賠1惣彫亥彗

庸t　　搾i天水越き佐藤　重龍i76i短　　歌

1　　　L　　　＿＿

1 …

～ 5

　
ま
た
、
購
内
に
は
多
種
多
様
の
技

を
持
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
隼

れ
ま
す
。

　
購
で
は
積
極
的
に
追
加
認
建
を
費

い
、
皆
さ
ん
の
贈
標
に
な
る
よ
う
濡

躍
さ
れ
る
こ
と
を
顯
っ
て
い
ま
す
。

潜越灘蕪76÷一箪「繋　く郎襟わ響1
鑓憾遷謙隷墜匂　肇坂裁攣華歌」
1融緬副7曜謡　隷榔燃8・i撫舞譲装鋤
h　←　摩ヒ．　．　　‡一、　セ．r　　1
陣之鴎騰炉i88i演歌　　鳴…驕蝋三ξ7’l／中人

細久保瓢識1
湯禦響讐ゲ、響
㍊雛，謝諜判轟碁

コT，、測 OV　l’驚、蝉、コメ、聾」

認 …

蜜　彦平 呂6臨轟豆1

璽　啓治 74i灘　　暑 …
…
E

ξ
｝

一

箆☆蕪調…霧
牒ll難毒諜鼎

i縄瞬盤砺ん鮒1ユ
《》田辺啓治さんは、平成5年9月16顕新規認定

松
嵩
養
道
部
業
活
躍

　
少
人
数
な
が
ら
、
曝
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
纏
を
納
め
て
い
る
松

．
陶
難
道
部
の
活
躍
を
お
短
ら
せ
し
ま

す
。
　
（
敬
称
賂
）

▼
全
日
本
青
少
簿
書
道
展

⑪
文
部
大
距
欝
　
佐
藤
総
治
（
二
館
）

⑪
繍
本
灘
界
協
会
賞

　
　
　
　
小
野
塚
は
る
漿
欝
一
年
）

⑪
特
　
選
　
相
田
美
紀
堅
ハ
　
手
）

　
　
　
　
　
蕩
橋
理
恵

　
　
　
　
　
懸
辺
輿
理
（
二
俸
）

億
隼
特
選
　
大
見
斑
瑠
子
（
一
年
）

　
　
　
　
　
頒
辺
牽
恵
（
二
年
）

▼
全
臼
本
学
隻
書
道
展

◎
東
票
都
教
費
婁
蝿
会
賞

　
　
　
　
　
　
饒
藤
龍
治

　　鶴　　黎灘　　　　　灘　　　　難

鐵

⑪⑪⑪
金学特
　会選
叢賞掌
　　会
　　賞

隅
橋
理
恵

佐
藤
龍
治

相
田
美
紀
子

小
野
塚
は
る
菜

醗
辺
翼
礫

細
辺
當
恵

大
毘
翼
還
子

▼
臼
本
鼠
道
館
書
写
書
道
大
展
覧
会

⑪
隔
円
欝
賞
　
　
催
藤
龍
捨

ゆ
全
賦
本
鍵
写
盤
道
教
欝
観
甕
会
賞

　
　
　
　
　
　
　
大
兇
真
理
罫

⑫
毎
揖
獅
聞
絃
翼
　
田
辺
纂
理

＠
産
経
新
闘
社
貰
　
彬
田
美
紀
子

⑪
大
会
奨
励
鐸
　
　
小
野
塚
は
る
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
簡
橋
理
恵

受賞を薯ぶ部翼たち

7



l
o
り
O
F

ば
っ
ぱ
と
の
生
活
の
中
か
ら

松
之
出
中
学
校
三
年
　
橿
原
明
等

、
明
子
、
来
週
く
ら
い
か
　
、
家
族

が
一
人
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ぞ
一

　
何
の
こ
と
だ
か
分
『
か
ら
ず
に
い
る

私
に
母
は
、
　
「
今
慶
か
ら
、
ば
っ
ぱ

と
｝
緒
に
饒
む
ん
だ
ぞ
ゆ
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

「
ば
っ
ば
」
と
は
、
幼
い
畷
こ
の
家

に
養
子
に
来
た
私
の
綴
父
の
母
の
こ

と
で
、
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

あ
た
り
ま
す
。

　
今
ま
で
溺
々
に
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の

人
が
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

し
ば
ら
く
の
閥
、
私
の
家
で
生
活
を

共
に
す
る
こ
と
紅
な
っ
た
の
噛
、
す
。

　
そ
し
て
、
寝
た
き
り
の
盗
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
暮
ら
す
こ
と
が
、
私
に
大
切
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
す
。

　
何
環
か
た
っ
て
、
家
に
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
越
し
て
※
ま
し
た
。

　
「
越
し
て
く
る
し
と
は
い
っ
て
も
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
寝
た
き
り
で
す
。

　
大
人
が
三
人
も
拳
伝
う
て
ベ
ッ
ド

ご
と
運
ぶ
と
い
う
、
大
が
か
り
な
作

樂
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
ば
っ
ぱ
と
の
暮
ら
し
が

輪
ま
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
寝
た
き
り
の
人
と
の
鑑
活

経
験
が
な
い
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

新
し
い
こ
と
の
連
続
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
あ
　
た
め
て
私
は
、
糧

た
き
り
の
入
と
そ
の
家
族
の
大
変
さ

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
蜜
わ
り

の
人
の
助
け
な
し
で
は
、
本
当
頓
何

一
つ
満
足
に
で
き
な
い
の
で
す
、

　
し
か
し
、
意
識
だ
け
は
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
零
葉

を
発
ダ
る
鰯
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
め
て
、
私
が
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
枕
元
で
話
を
し
た
時
の
こ
と
牌
丸

す
Φ

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
あ
ー
」
と
か

　
「
う
ー
し
と
か
、
あ
い
づ
ち
み
た
い

な
も
の
を
打
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
議
が
現
解
で
き
た
ん
だ
な
と

思
い
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、
不
安
だ
っ
た
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
も
、
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
黛
の
こ
と
で
す
。

　
い
つ
も
よ
り
も
堺
く
学
校
か
ら
帰

っ
た
私
は
、
母
に
留
守
番
を
頼
ま
れ

ま
し
た
．

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
世
話
は
だ
い
た

い
で
き
る
よ
う
駕
な
っ
た
私
で
す
が
、

や
は
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
二
人
き

り
で
の
留
守
番
に
は
、
駿
干
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
か
け
る
時
、
私
は
母
に
「
で
き

れ
ば
、
ば
っ
ぱ
を
寝
か
し
と
い
て
く

れ
凶
と
一
欝
わ
れ
ま
し
た
。

　
蕊
た
、
　
「
拳
を
握
っ
て
あ
げ
る
と

安
心
し
て
寝
て
く
れ
る
凶
と
、
飼
に

母
が
霞
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

私
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
お

そ
る
お
そ
る
握
り
ま
し
た
、

　
し
ば
ら
く
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
眠
り
濠
し
た
。

　
そ
の
場
を
離
れ
た
私
は
、
何
だ
か

複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
、
今
ま
で
握

っ
て
い
た
黛
分
の
手
を
洗
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
少
し
た
っ
て
、
そ
の
行
動
の
意
昧

す
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

櫓
分
で
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
港
人
差
別
を
許
せ
な
い
と

思
っ
て
い
た
私
自
身
が
、
心
の
ど
こ

か
で
老
人
を
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
差
甥
し
て
い
た
の
で
す
。

　
シ
ョ
ツ
ク
で
し
た
。

　
ば
っ
ば
の
夢
は
と
て
も
優
し
い
手

だ
っ
た
の
に
、
そ
ん
な
手
を
少
し
で

も
「
汚
い
し
と
い
う
ふ
う
畿
と
ら
え

て
し
崖
っ
．
た
欝
分
が
許
せ
ま
せ
ん
で

し
た
．

　
自
分
へ
の
悔
し
さ
と
、
ば
っ
ば
へ

の
脚
し
訳
な
さ
で
涙
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
い
ろ
い
ろ

と
灘
え
ま
し
た
、

　
そ
ん
な
中
、
本
で
「
お
鶴
寄
り
を

笑
う
、
悲
し
い
女
子
高
生
し
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
短
い
謡
を
箆
つ
け
ま
し

た
。

　
そ
の
語
は
、
電
車
の
中
で
餓
分
が

悪
く
な
り
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
し
ま
つ

た
お
ば
あ
さ
ん
を
、
傍
に
い
た
女
子

宵
圓
生
が
心
醍
す
る
ど
こ
ろ
か
箕
、
い
な

が
ら
謡
の
タ
ネ
に
し
て
い
た
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　
こ
の
謡
を
読
ん
で
、
私
は
も
ち
ろ

ん
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
も
可
衷
そ
う
に

思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
女
子
商
盗
達

も
、
あ
る
意
昧
で
は
可
哀
そ
う
な
人

達
だ
と
思
い
ま
し
た
ひ

　
人
の
痛
み
や
蕃
し
さ
を
分
か
っ
て

あ
げ
ら
れ
な
い
な
ん
て
、
寂
し
い
限

り
だ
か
）
で
す
。

　
と
い
う
私
も
ば
っ
ば
と
の
餓
会
い

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
人
達
と
あ
ま
り

違
い
が
な
い
心
の
持
ち
主
で
あ
ら
た

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
今
は
ぱ
っ
ぱ
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
、

　
環
荘
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
賛
本

は
と
て
も
鷲
か
で
、
私
達
は
不
自
崩

な
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
戦
後
の
著
し
い
状
態
を
立
て
薩
し
、

習
心
し
て
今
藏
の
繍
本
の
基
礎
を
圏

め
て
下
さ
っ
た
の
は
、
今
の
お
年
寄

り
の
方
々
な
の
で
す
．

　
そ
ん
な
お
年
寄
り
に
対
し
て
私
達

は
、
　
「
近
付
き
た
く
な
い
し
と
欝
い

霧
し
め
な
い
」
と
、
、
写
の
は
、
な

ん
て
不
条
理
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
こ
と
に
気
付
い
た
私
は
今
、

何
の
抵
抗
も
な
く
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
手
を
握
れ
ま
す
。

　
私
は
そ
の
手
を
握
る
と
潟
か
い
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
勇
餓
を
出
し
て
、
お

年
寄
り
の
方
に
声
を
か
け
て
み
て
下

さ
い
。

　
き
っ
と
優
し
い
箕
顔
を
返
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
こ
ん
な
勇
餓
が
、
コ
、
、
、
ユ

篇
ケ
ー
シ
灘
ン
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
良
い
方
洵
へ
と
つ
な
ぐ
か
け
橋

に
な
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
私
達
｝
人
　
人
の
思
い
や
り
と
温

か
い
心
、
そ
れ
が
今
繁
栄
の
中
で
人

入
が
忘
れ
か
け
て
い
る
最
も
大
切
な

事
だ
と
思
い
ま
す
登
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一

本
当
の
教
会
福
祉
と
は

松
之
山
中
掌
校
三
隼
　
対
山
公
人

「
施
設
は
外
見
も
内
翻
も
立
派
で
、

見
た
こ
と
の
な
い
機
羅
や
設
備
が
整

っ
て
い
た
。
広
く
大
き
な
窓
か
ら
は

膏
麗
な
景
色
が
の
ぞ
け
、
と
て
も
焦

活
し
や
す
そ
う
だ
っ
た
一

　
こ
れ
が
、
初
め
て
「
不
巻
閣
偏
を

訪
れ
て
の
感
想
で
す
．

　
不
懸
閣
と
い
う
の
は
、
今
奪
松
之

山
に
建
設
お
れ
た
特
劉
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。

　
入
屠
暫
の
ほ
と
ん
ど
が
体
の
不
懲

幽
な
人
で
、
松
之
山
町
を
は
じ
め
、

松
代
町
や
牧
村
な
ど
の
六
町
轡
か
ら

集
ま
っ
た
鶯
十
名
ほ
ど
の
方
が
生
活

し
て
い
ま
す
、

　
硯
荘
、
松
之
由
で
も
深
刻
な
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
三
入
ば
一
人
、
は

六
十
流
歳
以
上
の
お
焦
・
審
～
り
な
の
だ

そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
建
て
・
、
れ
た
の
が
こ
の
不

老
閣
な
の
で
す
。

　
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
は
、
松
之

霞
中
掌
校
で
は
簿
無
行
つ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
儀
は
、
祉
会
科
公
罠
の
勉
強
を
し

て
か
ら
禰
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
“
一
度
行
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　
施
設
は
新
し
い
匂
い
の
す
る
と
て

も
奇
麗
な
建
物
で
し
た
、

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
食
堂
に

鍛
ま
っ
て
歩
行
練
習
を
し
た
リ
テ
レ

ビ
を
発
た
り
し
て
い
ま
す
櫛

　
錐
も
一
醤
も
し
ゃ
べ
ら
ず
…
人
一

人
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
、

意
外
な
感
じ
を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ま
も
な
く
夕
食
の
隣
間

紀
な
り
ま
し
た
．

　
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
女
子
生
徒
は

積
極
的
に
声
を
か
け
、
お
年
寄
り
と

議
を
し
て
い
ま
す
。

　
錫
綱
人
の
僕
は
先
生
と
ペ
ア
を
組

み
、
近
く
の
お
じ
い
さ
ん
と
謡
を
し

豪
し
た
。

　
ど
の
お
年
寄
り
も
書
葉
数
が
少
な

く
、
も
く
も
く
と
食
べ
て
い
る
の
で

す
。

　
僕
の
方
も
緊
張
と
は
ず
か
し
さ
で
、

な
か
な
か
露
葉
が
出
て
来
な
い
の
で
、

会
謡
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
獅
を
あ
げ
て
醤
ん
で

く
れ
た
方
も
三
人
ほ
ど
い
濠
し
た
。

　
き
っ
と
、
多
く
の
人
は
饗
然
の
訪

問
蕎
に
緊
張
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
燃

　
そ
し
て
、
介
護
す
る
入
も
大
変
そ

う
で
し
た
。

　
三
分
の
一
く
ら
い
の
人
が
ス
プ
ー

ン
も
持
て
な
い
ら
し
く
、
寮
母
さ
ん

か
ら
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
お
年
寄
り
の
緋

便
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど
を
毎
臼
や
る

の
で
す
か
ら
、
な
り
手
が
少
な
い
の

も
分
か
り
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
、
お
年
寄
り
の
方
と
う
ま

く
灘
ミ
訊
ニ
ケ
ー
シ
遡
ン
が
で
き
な

け
れ
ば
続
け
ら
れ
な
い
仕
箏
で
す
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
年
寄
り
の

命
に
か
か
わ
る
大
扇
な
仕
事
で
、
や

め
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
ひ

　
確
か
に
、
自
分
に
今
あ
れ
だ
け
の

仕
事
を
し
ろ
と
欝
わ
れ
て
も
、
こ
な

せ
る
自
儒
は
な
い
し
、
薫
嵐
い
っ
て

あ
ま
り
近
よ
り
た
く
な
い
と
も
思
い

豪
す
。

　
し
か
し
、
施
設
の
お
年
寄
り
は
一

人
一
人
実
り
の
あ
る
人
生
を
送
ろ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
そ
ん
な
お
年
寄
り

に
対
し
て
、
餓
昧
が
悪
い
と
い
う
感

橘
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
が
情
け

な
い
で
す
。

　
自
分
に
と
り
、
い
や
な
こ
と
に
臼

を
飼
け
よ
う
と
し
な
い
自
分
を
発
晃

し
た
か
ら
で
す
。

　
何
十
年
か
先
、
き
っ
と
私
た
ち
に

も
多
く
の
人
の
助
け
を
借
り
な
け
れ

ば
盤
き
て
い
け
な
い
時
が
来
る
は
ず

で
す
。

　
き
っ
と
、
匿
掌
が
進
歩
し
、
今
よ

り
も
嵩
年
齢
の
お
年
寄
り
が
さ
ら
に

増
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
施
設
の
方
も
改
良

さ
れ
、
住
み
や
す
い
良
い
も
の
に
な

る
は
ず
で
す
．

　
し
か
し
、
お
隼
寄
り
の
方
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
最
新
の
機
羅
に
迎
え
ら

れ
る
よ
り
も
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
、

そ
の
施
設
で
働
く
人
の
温
か
い
心
に

迎
え
て
も
ら
っ
た
方
が
う
れ
し
い
は

ず
で
す
。

　
き
っ
と
、
お
年
寄
り
は
身
内
の
人

と
別
れ
、
一
人
割
な
場
所
で
隻
活
す

る
わ
け
で
す
か
ら
、
心
を
闘
ざ
し
て

し
窪
う
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
人
を
救
う
臓
は
、
や

は
り
温
か
な
心
、
い
た
わ
り
の
心
が

必
要
で
す
。

　
今
、
お
年
寄
り
は
若
い
世
代
に
比

べ
、
罵
身
が
せ
ま
く
な
っ
た
と
い
う

箏
を
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
す
る
蒔

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
体
の
不
霞
曲
な
人
ば
も
い

え
る
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
入
々
に
、

私
た
ち
が
心
の
ど
こ
か
で
偏
見
を
持

ち
、
避
け
た
り
嫌
っ
た
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し

　
　
ン
　
ほ

よ
う
カ

　
こ
ん
な
状
況
が
続
く
限
り
、
お
年

寄
り
に
し
て
も
私
た
ち
に
し
て
も
、

本
当
に
住
み
や
す
く
禰
祉
の
整
っ
た

社
会
は
作
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し

　
　
な
　
ゆ

よ
う
力

　
蕎
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
お
年
寄

り
が
潤
い
の
な
い
癒
活
や
孤
立
し
て

心
を
閉
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
私
は
社
会
の
蓋
翼
と
し
て
翻

分
が
で
き
る
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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o
り
O
F

ば
っ
ぱ
と
の
生
活
の
中
か
ら

松
之
出
中
学
校
三
年
　
橿
原
明
等

、
明
子
、
来
週
く
ら
い
か
　
、
家
族

が
一
人
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ぞ
一

　
何
の
こ
と
だ
か
分
『
か
ら
ず
に
い
る

私
に
母
は
、
　
「
今
慶
か
ら
、
ば
っ
ぱ

と
｝
緒
に
饒
む
ん
だ
ぞ
ゆ
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

「
ば
っ
ば
」
と
は
、
幼
い
畷
こ
の
家

に
養
子
に
来
た
私
の
綴
父
の
母
の
こ

と
で
、
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

あ
た
り
ま
す
。

　
今
ま
で
溺
々
に
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の

人
が
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

し
ば
ら
く
の
閥
、
私
の
家
で
生
活
を

共
に
す
る
こ
と
紅
な
っ
た
の
噛
、
す
。

　
そ
し
て
、
寝
た
き
り
の
盗
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
暮
ら
す
こ
と
が
、
私
に
大
切
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
す
。

　
何
環
か
た
っ
て
、
家
に
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
越
し
て
※
ま
し
た
。

　
「
越
し
て
く
る
し
と
は
い
っ
て
も
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
寝
た
き
り
で
す
。

　
大
人
が
三
人
も
拳
伝
う
て
ベ
ッ
ド

ご
と
運
ぶ
と
い
う
、
大
が
か
り
な
作

樂
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
ば
っ
ぱ
と
の
暮
ら
し
が

輪
ま
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
寝
た
き
り
の
人
と
の
鑑
活

経
験
が
な
い
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

新
し
い
こ
と
の
連
続
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
あ
　
た
め
て
私
は
、
糧

た
き
り
の
入
と
そ
の
家
族
の
大
変
さ

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
蜜
わ
り

の
人
の
助
け
な
し
で
は
、
本
当
頓
何

一
つ
満
足
に
で
き
な
い
の
で
す
、

　
し
か
し
、
意
識
だ
け
は
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
零
葉

を
発
ダ
る
鰯
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
め
て
、
私
が
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
枕
元
で
話
を
し
た
時
の
こ
と
牌
丸

す
Φ

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
あ
ー
」
と
か

　
「
う
ー
し
と
か
、
あ
い
づ
ち
み
た
い

な
も
の
を
打
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
議
が
現
解
で
き
た
ん
だ
な
と

思
い
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、
不
安
だ
っ
た
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
も
、
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
黛
の
こ
と
で
す
。

　
い
つ
も
よ
り
も
堺
く
学
校
か
ら
帰

っ
た
私
は
、
母
に
留
守
番
を
頼
ま
れ

ま
し
た
．

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
世
話
は
だ
い
た

い
で
き
る
よ
う
駕
な
っ
た
私
で
す
が
、

や
は
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
二
人
き

り
で
の
留
守
番
に
は
、
駿
干
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
か
け
る
時
、
私
は
母
に
「
で
き

れ
ば
、
ば
っ
ぱ
を
寝
か
し
と
い
て
く

れ
凶
と
一
欝
わ
れ
ま
し
た
。

　
蕊
た
、
　
「
拳
を
握
っ
て
あ
げ
る
と

安
心
し
て
寝
て
く
れ
る
凶
と
、
飼
に

母
が
霞
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

私
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
お

そ
る
お
そ
る
握
り
ま
し
た
、

　
し
ば
ら
く
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
眠
り
濠
し
た
。

　
そ
の
場
を
離
れ
た
私
は
、
何
だ
か

複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
、
今
ま
で
握

っ
て
い
た
黛
分
の
手
を
洗
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
少
し
た
っ
て
、
そ
の
行
動
の
意
昧

す
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

櫓
分
で
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
港
人
差
別
を
許
せ
な
い
と

思
っ
て
い
た
私
自
身
が
、
心
の
ど
こ

か
で
老
人
を
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
差
甥
し
て
い
た
の
で
す
。

　
シ
ョ
ツ
ク
で
し
た
。

　
ば
っ
ば
の
夢
は
と
て
も
優
し
い
手

だ
っ
た
の
に
、
そ
ん
な
手
を
少
し
で

も
「
汚
い
し
と
い
う
ふ
う
畿
と
ら
え

て
し
崖
っ
．
た
欝
分
が
許
せ
ま
せ
ん
で

し
た
．

　
自
分
へ
の
悔
し
さ
と
、
ば
っ
ば
へ

の
脚
し
訳
な
さ
で
涙
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
い
ろ
い
ろ

と
灘
え
ま
し
た
、

　
そ
ん
な
中
、
本
で
「
お
鶴
寄
り
を

笑
う
、
悲
し
い
女
子
高
生
し
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
短
い
謡
を
箆
つ
け
ま
し

た
。

　
そ
の
語
は
、
電
車
の
中
で
餓
分
が

悪
く
な
り
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
し
ま
つ

た
お
ば
あ
さ
ん
を
、
傍
に
い
た
女
子

宵
圓
生
が
心
醍
す
る
ど
こ
ろ
か
箕
、
い
な

が
ら
謡
の
タ
ネ
に
し
て
い
た
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　
こ
の
謡
を
読
ん
で
、
私
は
も
ち
ろ

ん
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
も
可
衷
そ
う
に

思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
女
子
商
盗
達

も
、
あ
る
意
昧
で
は
可
哀
そ
う
な
人

達
だ
と
思
い
ま
し
た
ひ

　
人
の
痛
み
や
蕃
し
さ
を
分
か
っ
て

あ
げ
ら
れ
な
い
な
ん
て
、
寂
し
い
限

り
だ
か
）
で
す
。

　
と
い
う
私
も
ば
っ
ば
と
の
餓
会
い

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
人
達
と
あ
ま
り

違
い
が
な
い
心
の
持
ち
主
で
あ
ら
た

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
今
は
ぱ
っ
ぱ
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
、

　
環
荘
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
賛
本

は
と
て
も
鷲
か
で
、
私
達
は
不
自
崩

な
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
戦
後
の
著
し
い
状
態
を
立
て
薩
し
、

習
心
し
て
今
藏
の
繍
本
の
基
礎
を
圏

め
て
下
さ
っ
た
の
は
、
今
の
お
年
寄

り
の
方
々
な
の
で
す
．

　
そ
ん
な
お
年
寄
り
に
対
し
て
私
達

は
、
　
「
近
付
き
た
く
な
い
し
と
欝
い

霧
し
め
な
い
」
と
、
、
写
の
は
、
な

ん
て
不
条
理
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
こ
と
に
気
付
い
た
私
は
今
、

何
の
抵
抗
も
な
く
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
手
を
握
れ
ま
す
。

　
私
は
そ
の
手
を
握
る
と
潟
か
い
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
勇
餓
を
出
し
て
、
お

年
寄
り
の
方
に
声
を
か
け
て
み
て
下

さ
い
。

　
き
っ
と
優
し
い
箕
顔
を
返
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
こ
ん
な
勇
餓
が
、
コ
、
、
、
ユ

篇
ケ
ー
シ
灘
ン
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
良
い
方
洵
へ
と
つ
な
ぐ
か
け
橋

に
な
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
私
達
｝
人
　
人
の
思
い
や
り
と
温

か
い
心
、
そ
れ
が
今
繁
栄
の
中
で
人

入
が
忘
れ
か
け
て
い
る
最
も
大
切
な

事
だ
と
思
い
ま
す
登
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一

本
当
の
教
会
福
祉
と
は

松
之
山
中
掌
校
三
隼
　
対
山
公
人

「
施
設
は
外
見
も
内
翻
も
立
派
で
、

見
た
こ
と
の
な
い
機
羅
や
設
備
が
整

っ
て
い
た
。
広
く
大
き
な
窓
か
ら
は

膏
麗
な
景
色
が
の
ぞ
け
、
と
て
も
焦

活
し
や
す
そ
う
だ
っ
た
一

　
こ
れ
が
、
初
め
て
「
不
巻
閣
偏
を

訪
れ
て
の
感
想
で
す
．

　
不
懸
閣
と
い
う
の
は
、
今
奪
松
之

山
に
建
設
お
れ
た
特
劉
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。

　
入
屠
暫
の
ほ
と
ん
ど
が
体
の
不
懲

幽
な
人
で
、
松
之
山
町
を
は
じ
め
、

松
代
町
や
牧
村
な
ど
の
六
町
轡
か
ら

集
ま
っ
た
鶯
十
名
ほ
ど
の
方
が
生
活

し
て
い
ま
す
、

　
硯
荘
、
松
之
由
で
も
深
刻
な
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
三
入
ば
一
人
、
は

六
十
流
歳
以
上
の
お
焦
・
審
～
り
な
の
だ

そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
建
て
・
、
れ
た
の
が
こ
の
不

老
閣
な
の
で
す
。

　
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
は
、
松
之

霞
中
掌
校
で
は
簿
無
行
つ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
儀
は
、
祉
会
科
公
罠
の
勉
強
を
し

て
か
ら
禰
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
“
一
度
行
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　
施
設
は
新
し
い
匂
い
の
す
る
と
て

も
奇
麗
な
建
物
で
し
た
、

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
食
堂
に

鍛
ま
っ
て
歩
行
練
習
を
し
た
リ
テ
レ

ビ
を
発
た
り
し
て
い
ま
す
櫛

　
錐
も
一
醤
も
し
ゃ
べ
ら
ず
…
人
一

人
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
、

意
外
な
感
じ
を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ま
も
な
く
夕
食
の
隣
間

紀
な
り
ま
し
た
．

　
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
女
子
生
徒
は

積
極
的
に
声
を
か
け
、
お
年
寄
り
と

議
を
し
て
い
ま
す
。

　
錫
綱
人
の
僕
は
先
生
と
ペ
ア
を
組

み
、
近
く
の
お
じ
い
さ
ん
と
謡
を
し

豪
し
た
。

　
ど
の
お
年
寄
り
も
書
葉
数
が
少
な

く
、
も
く
も
く
と
食
べ
て
い
る
の
で

す
。

　
僕
の
方
も
緊
張
と
は
ず
か
し
さ
で
、

な
か
な
か
露
葉
が
出
て
来
な
い
の
で
、

会
謡
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
獅
を
あ
げ
て
醤
ん
で

く
れ
た
方
も
三
人
ほ
ど
い
濠
し
た
。

　
き
っ
と
、
多
く
の
人
は
饗
然
の
訪

問
蕎
に
緊
張
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
燃

　
そ
し
て
、
介
護
す
る
入
も
大
変
そ

う
で
し
た
。

　
三
分
の
一
く
ら
い
の
人
が
ス
プ
ー

ン
も
持
て
な
い
ら
し
く
、
寮
母
さ
ん

か
ら
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
お
年
寄
り
の
緋

便
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど
を
毎
臼
や
る

の
で
す
か
ら
、
な
り
手
が
少
な
い
の

も
分
か
り
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
、
お
年
寄
り
の
方
と
う
ま

く
灘
ミ
訊
ニ
ケ
ー
シ
遡
ン
が
で
き
な

け
れ
ば
続
け
ら
れ
な
い
仕
箏
で
す
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
年
寄
り
の

命
に
か
か
わ
る
大
扇
な
仕
事
で
、
や

め
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
ひ

　
確
か
に
、
自
分
に
今
あ
れ
だ
け
の

仕
事
を
し
ろ
と
欝
わ
れ
て
も
、
こ
な

せ
る
自
儒
は
な
い
し
、
薫
嵐
い
っ
て

あ
ま
り
近
よ
り
た
く
な
い
と
も
思
い

豪
す
。

　
し
か
し
、
施
設
の
お
年
寄
り
は
一

人
一
人
実
り
の
あ
る
人
生
を
送
ろ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
そ
ん
な
お
年
寄
り

に
対
し
て
、
餓
昧
が
悪
い
と
い
う
感

橘
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
が
情
け

な
い
で
す
。

　
自
分
に
と
り
、
い
や
な
こ
と
に
臼

を
飼
け
よ
う
と
し
な
い
自
分
を
発
晃

し
た
か
ら
で
す
。

　
何
十
年
か
先
、
き
っ
と
私
た
ち
に

も
多
く
の
人
の
助
け
を
借
り
な
け
れ

ば
盤
き
て
い
け
な
い
時
が
来
る
は
ず

で
す
。

　
き
っ
と
、
匿
掌
が
進
歩
し
、
今
よ

り
も
嵩
年
齢
の
お
年
寄
り
が
さ
ら
に

増
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
施
設
の
方
も
改
良

さ
れ
、
住
み
や
す
い
良
い
も
の
に
な

る
は
ず
で
す
．

　
し
か
し
、
お
隼
寄
り
の
方
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
最
新
の
機
羅
に
迎
え
ら

れ
る
よ
り
も
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
、

そ
の
施
設
で
働
く
人
の
温
か
い
心
に

迎
え
て
も
ら
っ
た
方
が
う
れ
し
い
は

ず
で
す
。

　
き
っ
と
、
お
年
寄
り
は
身
内
の
人

と
別
れ
、
一
人
割
な
場
所
で
隻
活
す

る
わ
け
で
す
か
ら
、
心
を
闘
ざ
し
て

し
窪
う
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
人
を
救
う
臓
は
、
や

は
り
温
か
な
心
、
い
た
わ
り
の
心
が

必
要
で
す
。

　
今
、
お
年
寄
り
は
若
い
世
代
に
比

べ
、
罵
身
が
せ
ま
く
な
っ
た
と
い
う

箏
を
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
す
る
蒔

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
体
の
不
霞
曲
な
人
ば
も
い

え
る
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
入
々
に
、

私
た
ち
が
心
の
ど
こ
か
で
偏
見
を
持

ち
、
避
け
た
り
嫌
っ
た
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し

　
　
ン
　
ほ

よ
う
カ

　
こ
ん
な
状
況
が
続
く
限
り
、
お
年

寄
り
に
し
て
も
私
た
ち
に
し
て
も
、

本
当
に
住
み
や
す
く
禰
祉
の
整
っ
た

社
会
は
作
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し

　
　
な
　
ゆ

よ
う
力

　
蕎
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
お
年
寄

り
が
潤
い
の
な
い
癒
活
や
孤
立
し
て

心
を
閉
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
私
は
社
会
の
蓋
翼
と
し
て
翻

分
が
で
き
る
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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1
寸
O
F

9月の
フオト
ニュース

4
楽
し
い
水
梨
の
秋
祭
り

　
台
風
十
簾
ア
の
影
響
で
一
顧
廼
期

さ
れ
た
水
梨
の
秋
祭
り
が
、
九
月
五

総
夕
方
旧
三
憲
小
掌
校
体
薄
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
幕
闘
け
は
水
梨
に
古
く
か
ら
．
伝
わ

　
ミ
ん
　
ぱ
　
そ
う

る
三
番
嬰
φ
＼
　
笛
と
太
鼓
裟
合
わ
せ

て
舞
台
狭
し
と
演
じ
ら
れ
ま
し
た
．

　
保
膏
所
園
兜
の
お
遊
戯
「
サ
ン
サ

ン
膏
頭
」
に
は
た
く
さ
ん
の
お
ひ
ね

り
が
上
が
り
、
途
中
か
ら
こ
の
お
ひ

ね
り
が
気
に
な
っ
て
踊
る
の
を
や
め

た
園
鷺
も
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
盆
騨
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン

節
し
は
、
高
掌
館
の
子
供
が
中
心
と

な
っ
て
低
学
年
紅
踊
り
を
教
え
た
そ

う
で
す
。

　
本
番
で
は
ま
ち
が
わ
ず
に
元
餓
良

く
踊
り
、
大
き
な
抽
拳
を
受
け
て
う

れ
し
そ
？
で
し
た
。

　
ま
た
、
膏
蜜
全
　
（
蒋
妻
塗
〉
と
子

供
た
ち
に
よ
る
「
花
笠
審
頭
」
や
、

場
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
「
．
鼠
浪
会
し

の
踊
り
な
ど
が
踏
く
な
る
ま
で
続
き

ま
し
た
。

　
来
犀
は
神
社
の
境
内
で
で
き
る
と

瑛
い
で
す
ね
。

づ、掌生全員｛こよるソーラン節

‘O

懸
、

覇

おばあさんといっしょにお手玉を作りました

2
松
之
山
小
学
校
で
お
年
寄
り
授
業
参
観

　
九
月
十
脳
費
松
之
山
小
学
校
で
、

お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
を
紹
い

て
授
業
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
あ
と
全
蝿
で
給
食
を
食

べ
、
午
後
は
掌
年
ご
と
に
お
葎
寄
り

の
皆
さ
ん
を
講
師
に
楽
し
い
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
㎜
年
生
は
露
分
た
ち
が
脊
て
た
カ

ボ
チ
ャ
を
使
っ
て
、
天
ぶ
ら
や
煮
物

を
お
ば
あ
さ
ん
と
作
り
豪
し
た
。

　
で
き
た
て
の
料
理
は
お
い
し
く
、

二
回
も
お
か
わ
り
を
す
る
子
供
が
い

ま
し
た
．

　
三
年
鑑
は
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ

さ
ん
の
子
供
の
こ
ろ
の
話
し
を
闘
き
、

ビ
ー
玉
や
あ
や
と
り
な
ど
の
遊
び
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
あ
や
と
り
に
挑
戦
し
た
子
供
は
、

お
ば
あ
さ
ん
の
手
の
中
で
次
々
に
で

き
る
形
に
び
っ
く
り
し
て
い
濠
し
た

が
、
　
一
縛
間
も
す
る
と
簿
種
類
も
の

形
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鰍
無
盤
は
勇
子
が
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
作

り
、
女
子
は
お
手
玉
作
り
で
し
た
。

　
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
も
お
手
玉
も
初
め
て

作
る
子
供
が
ほ
と
ん
ど
で
、
指
導
に

あ
た
っ
た
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
は
、
汗
を
流
し
な
が
　
一
つ
一
つ

丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
．

　
闘
会
式
で
は
鼓
笛
隊
の
ド
リ
ル
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
一
曲
終
る
た
び
に

大
き
な
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
か
ら
心
の
こ
も

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
れ
て
大
変

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

3
天
水
島
の
秋
祭
り

　
九
月
五
鷺
夜
、
天
水
鶴
の
熊
野
神

繊
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
十
蕊
簿
の
影
響
で
一
繍
延
期

さ
れ
た
も
の
の
、
例
難
ど
お
り
境
内

に
は
立
派
な
舞
禽
が
作
　
れ
、
神
楽

や
太
鼓
な
ど
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
鄭

　
神
楽
は
獅
子
舞
・
お
か
め
万
才
・

芙
狗
舞
の
三
幕
に
な
っ
て
お
り
、
最

後
に
天
狗
が
獅
子
を
退
治
し
て
仁
王

立
ち
す
る
場
．
曲
で
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
麓
蕩
会
A
班
の
「
似
顔
絵
コ
ン
テ

ス
ト
し
は
、
子
供
た
ち
か
ら
腹
に
顔

を
描
い
て
も
ら
い
、
膏
楽
に
合
わ
せ

て
腹
踊
り
を
し
ま
し
た
。

4
感
動
的
な
小
中
芸
能
鑑
賞
教
室

5
ニ
コ
ニ
コ
教
室
運
動
会

　
九
月
九
段
午
薦
、
町
罠
傭
脊
館
で

孤
灘
ニ
コ
教
室
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
二
囎
轟
コ
教
室
の
対
象
餐
は
、
保

僻優さんの声は大きくとても良く

聞こえました

薄
所
入
園
蔚
の
一
歳
兇
か
ら
三
歳
兇

ま
で
と
そ
の
親
で
す
。

　
運
動
会
に
は
約
閥
十
人
が
参
撫
し
、

駆
け
っ
こ
や
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
に
挑

　
九
月
七
鷺
午
後
、
町
畏
体
曹
館
で

小
・
中
学
校
芸
能
鑑
欝
教
窪
が
㎜
闇
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
翻
は
醐
鰯
プ
ナ
の
木
の
「
起
き

っ
せ
い
！
だ
い
だ
ら
ぽ
っ
ち
」
を
鑑

賞
し
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
見
る
よ

り
も
迫
力
の
あ
る
演
技
に
会
場
は
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
、

　
各
学
校
と
も
文
化
祭
や
収
穫
祭
に

両
け
て
麟
や
膏
楽
に
カ
を
入
れ
て
い

ま
す
が
、
今
膨
の
鑑
賞
は
演
技
や
感

梼
表
環
の
輿
い
手
本
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

戦
し
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
を
丸
め
て
ボ
｝
ル
を
作
り

箱
に
入
れ
る
競
技
で
は
、
ボ
…
ル
を

入
れ
た
あ
と
霞
分
で
も
箱
の
中
に
入

っ
て
し
ま
う
子
供
が
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
会
が
終
了
し
て
も
仲

良
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

獅子と天狗の一騎打ち

　　一一
欝
鐵灘

ボールを入れずに臼分で入ってしまう子供も

いました
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間
も
す
る
と
簿
種
類
も
の

形
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鰍
無
盤
は
勇
子
が
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
作

り
、
女
子
は
お
手
玉
作
り
で
し
た
。

　
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
も
お
手
玉
も
初
め
て

作
る
子
供
が
ほ
と
ん
ど
で
、
指
導
に

あ
た
っ
た
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
は
、
汗
を
流
し
な
が
　
一
つ
一
つ

丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
．

　
闘
会
式
で
は
鼓
笛
隊
の
ド
リ
ル
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
一
曲
終
る
た
び
に

大
き
な
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
か
ら
心
の
こ
も

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
れ
て
大
変

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

3
天
水
島
の
秋
祭
り

　
九
月
五
鷺
夜
、
天
水
鶴
の
熊
野
神

繊
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
十
蕊
簿
の
影
響
で
一
繍
延
期

さ
れ
た
も
の
の
、
例
難
ど
お
り
境
内

に
は
立
派
な
舞
禽
が
作
　
れ
、
神
楽

や
太
鼓
な
ど
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
鄭

　
神
楽
は
獅
子
舞
・
お
か
め
万
才
・

芙
狗
舞
の
三
幕
に
な
っ
て
お
り
、
最

後
に
天
狗
が
獅
子
を
退
治
し
て
仁
王

立
ち
す
る
場
．
曲
で
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
麓
蕩
会
A
班
の
「
似
顔
絵
コ
ン
テ

ス
ト
し
は
、
子
供
た
ち
か
ら
腹
に
顔

を
描
い
て
も
ら
い
、
膏
楽
に
合
わ
せ

て
腹
踊
り
を
し
ま
し
た
。

4
感
動
的
な
小
中
芸
能
鑑
賞
教
室

5
ニ
コ
ニ
コ
教
室
運
動
会

　
九
月
九
段
午
薦
、
町
罠
傭
脊
館
で

孤
灘
ニ
コ
教
室
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
二
囎
轟
コ
教
室
の
対
象
餐
は
、
保

僻優さんの声は大きくとても良く

聞こえました

薄
所
入
園
蔚
の
一
歳
兇
か
ら
三
歳
兇

ま
で
と
そ
の
親
で
す
。

　
運
動
会
に
は
約
閥
十
人
が
参
撫
し
、

駆
け
っ
こ
や
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
に
挑

　
九
月
七
鷺
午
後
、
町
畏
体
曹
館
で

小
・
中
学
校
芸
能
鑑
欝
教
窪
が
㎜
闇
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
翻
は
醐
鰯
プ
ナ
の
木
の
「
起
き

っ
せ
い
！
だ
い
だ
ら
ぽ
っ
ち
」
を
鑑

賞
し
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
見
る
よ

り
も
迫
力
の
あ
る
演
技
に
会
場
は
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
、

　
各
学
校
と
も
文
化
祭
や
収
穫
祭
に

両
け
て
麟
や
膏
楽
に
カ
を
入
れ
て
い

ま
す
が
、
今
膨
の
鑑
賞
は
演
技
や
感

梼
表
環
の
輿
い
手
本
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

戦
し
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
を
丸
め
て
ボ
｝
ル
を
作
り

箱
に
入
れ
る
競
技
で
は
、
ボ
…
ル
を

入
れ
た
あ
と
霞
分
で
も
箱
の
中
に
入

っ
て
し
ま
う
子
供
が
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
会
が
終
了
し
て
も
仲

良
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

獅子と天狗の一騎打ち

　　一一
欝
鐵灘

ボールを入れずに臼分で入ってしまう子供も

いました

‘1



ー
ゆ
O
［

’2

落
探
訪

歴
鍵
態
蜷
密

　
欝
の
北
部
に
位
置
し
、
集
落
内
を

県
道
松
代
茨
水
胤
線
が
通
る
。

　
地
名
の
蜘
来
は
、
水
に
不
足
し
て

い
る
土
地
「
水
雛
ぐ
に
趨
鶴
よ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
罵
八
和
二
　
（
一
轟
ハ
八
二
）
　
年
の
検
地

に
よ
る
村
愉
・
陶
は
薫
十
石
へ
斗
余
、
鍔

数
十
圏
戸
、
約
二
〇
〇
年
後
の
明
濃

元
（
一
八
穴
八
）
舘
の
村
、
剛
は
ヒ
ニ

石
六
斗
余
、
戸
数
八
十
三
戸
と
な
っ

て
い
る
。

　
江
舞
時
代
出
丁
朗
か
ら
、
寧
フ
ケ
で

自
然
湧
出
し
て
い
た
．
石
油
を
採
取
し

運
上
金
を
納
め
て
い
た
。

　
ま
た
、
地
す
べ
り
の
常
灘
　
F
地
帯
で
、

昭
和
、
．
十
七
年
に
発
鷹
し
た
松
之
山

大
地
す
べ
り
で
は
、
約
二
〇
〇
㎞
が

流
動
決
壊
の
被
災
を
受
け
た
。

　
昭
稲
照
十
九
年
に
簡
易
水
道
、
平

成
元
年
に
集
落
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

た
。

　
小
谷
と
の
境
を
通
る
服
隔
顯
街
遵

沿
い
に
、
三
十
三
観
’
膏
や
子
育
観
爵

が
あ
る
．

　
灘
由
〔
神
教
の
翻
欄
立
は
麺
｝
六
　
（
｝

穴
七
八
）
驚
六
月
と
伝
え
・
　
れ
、
明

治
二
十
三
（
　
八
九
〇
）
年
改
築
さ

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
く
に
は
中
撹
の
山
城

で
あ
る
紙
山
城
や
藤
漂
城
、
高
欄
街

道
な
ど
が
逓
っ
て
お
り
、
蔓
際
の
翻

豊
は
も
　
と
古
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
阿
弥
陀
堂
（
仏
縁
・
阿
弥
陀
郊
来

縁
・
地
蔵
尊
）
の
創
乙
賢
月
は
不
明

だ
が
、
昭
翻
烈
十
二
無
秋
廃
堂
と
な

り
、
仏
像
等
は
松
代
町
松
代
の
長
命

寺
へ
移
さ
れ
た
．

　
明
治
へ
罫
闘
月
、
浦
醗
校
水
梨
分

校
（
鷺
欝
小
掌
校
V
が
小
谷
の
大
鷺

堂
を
借
り
て
開
校
し
、
闘
第
十
月
阿

弥
陀
堂
へ
移
っ
た
．

　
翌
九
年
に
は
兇
童
が
三
牽
名
を
超

え
、
茎
窪
下
に
校
禽
が
覇
築
さ
れ
た
．

　
そ
の
後
、
学
綱
が
改
正
さ
れ
る
た

び
に
就
掌
兜
童
が
増
撫
し
校
禽
が
拳

狭
に
な
っ
て
き
た
脅

　
明
治
二
十
三
年
、
現
筏
地
に
三
雀

小
学
校
が
建
設
さ
れ
、
昭
灘
六
十
。

年
三
月
に
闘
校
す
る
ま
で
多
〆
・
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
た
の

霊
講
盛
観
音

　
三
十
三
観
膏
は
田
高
田
街
道
沿
い

の
独
立
峰
の
山
頭
中
央
に
あ
り
、
鳥

屡
城
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
故
纂
に

由
来
し
て
，
濤
麗
の
観
音
」
と
一
わ

れ
て
い
る
．

　
癒
径
約
六
m
、
嵩
さ
約
二
m
の
円

型
塚
の
中
央
磁
は
斑
入
り
の
笹
が
密

集
し
て
お
り
、
在
翻
紅
蓮
華
を
手
に

し
た
観
薄
濤
薩
立
練
が
あ
る
。

　
豪
た
、
近
く
に
は
廼
圏
供
養
塔
や

灘
欝
醗
畿

馬
頭
観
膏
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
〃
、

の
信
傾
を
受
け
て
い
た
。

　
賑
．
、
萄
灘
街
道
沿
い
に
、
夜
．
掘
き
や

夜
駅
癒
を
治
す
と
い
わ
れ
た
夜
泣
き

松
が
あ
っ
た
。

　
昭
憩
六
十
｝
年
煮
月
、
松
食
虫
の

被
霧
を
疑
け
た
夜
泣
き
松
は
惜
し
ま

れ
な
が
れ
切
り
倒
さ
れ
、
現
往
は
、
、

代
獄
の
松
が
植
え
ら
れ
て
大
切
に
、
閂

て
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
．
鱒
成
元
年
十
一
月
に
は
蘭

さ
約
三
搬
の
ず
潟
観
田
と
、
夜
泣
き

羅i繋、照．，．、　．’i．’慧．賦・1嚢　灘灘

塚を取り囲むように立っ三牽三観膏

　　中央には斑入りの笹が密集している

松
の
こ
と
を
後
世
紅
伝
え
る
鎮
魂
碑

が
建
立
さ
れ
た
．

氷
梨
歌
舞
狡

　
栂
々
を
ま
わ
る
村
芝
緩
の
影
響
で
、

水
梨
で
は
早
く
か
ら
歌
舞
伎
が
演
じ

ら
れ
、
太
平
洋
戦
争
で
…
時
巾
断
し

た
も
の
の
昭
秘
．
、
↑
七
葎
畷
ま
で
続

玉
ジ
し
〉
　
、
㌧
o

レ
ィ
　
ン
ヤ
チ
ノ

　
演
麟
は
「
絵
塞
太
功
記
し
や
、
冨

厭
伝
授
手
習
鑑
」
で
、
祭
り
の
萄
に

は
近
隣
の
村
々
か
ら
大
勢
の
見
物
客

が
き
て
い
た
。

　
昭
租
烈
十
二
年
九
月
、
申
噺
し
て

い
た
秋
祭
り
の
舞
漆
が
痩
濡
し
、
同

鷺
十
八
郊
の
秋
祭
り
で
は
歌
舞
伎
も

公
演
さ
れ
た
。

　
　
　
　
ベ
ヤ
バ
　
ぎ
　
か
こ
つ

　
ま
た
、
、
一
番
嬰
は
幕
あ
き
の
祝
儀

と
し
て
舞
わ
れ
る
も
の
で
、
購
芸
能

祭
で
も
簿
無
舞
わ
れ
て
い
る
。

鷹
油
の
採
掘

　
蕉
穂
照
（
一
七
一
響
葎
、
恨
梨

村
鷹
騰
近
オ
衛
門
が
．
磨
フ
ケ
で
石
瀬

を
採
集
し
て
い
た
が
、
湧
罎
欝
は
嶽
廟

わ
め
て
少
な
か
っ
た
、

　
江
戸
時
代
來
期
に
な
る
と
簡
単
な

石
濾
井
戸
が
掘
ら
れ
、
産
灘
難
は
飛

躍
的
に
増
触
し
た
難

　
し
か
し
、
水
梨
周
辺
の
埋
蔵
璽
は

少
な
～
＼
明
治
瞬
代
籾
朗
に
は
嚢
退

し
て
し
ま
つ
た
。

い
く
つ
も
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は

併
給
調
整
さ
れ
ま
す

　
無
金
は
、
猿
期
と
し
て
…
人
が
一

つ
の
銀
金
を
受
け
る
こ
と
紅
な
っ
て

い
ま
す
．

　
二
つ
以
上
受
け
，
れ
る
よ
う
紅
な

つ
た
場
合
は
、
　
｝
つ
の
隼
金
を
選
撰

し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
雑
金
の
種
類
に
よ
っ
て

は
濁
方
受
け
ら
れ
る
場
含
も
あ
り
ま

す
。（

事
例
一
）

　
陳
害
基
礎
年
金
と
障
讐
厚
生
年
金

を
受
け
て
い
る
人
が
、
穴
十
五
歳
に

な
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
礁
な
っ
た
と
き

　
障
護
総
付
と
老
齢
給
付
を
綱
時
に

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

①
障
審
基
礎
年
金
と
障
轡
、
縷
隻
年
繊

②
着
齢
簾
、
礎
年
金

の
ど
＃
歯
か
を
選
択
し
ま
す
．

　
ま
た
、
障
鯉
麟
鑑
黛
金
と
港
齢
纂

礎
郷
金
と
い
う
よ
う
に
、
違
っ
た
支

給
箏
磁
の
隼
金
を
組
み
含
わ
せ
て
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
．

（
事
例
5

　
造
族
基
礎
隼
金
を
受
け
て
い
る
人

が
、
障
害
者
に
な
鯵
障
書
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
瓢
な
っ
た
と
毒

　
遺
族
凝
付
と
灘
欝
給
付
の
、
爾
方
を

受
け
る
こ
と
は
で
港
な
い
の
で
、

①
遺
族
基
礎
年
金

②
瞳
讐
基
礎
葬
金

の
ど
ち
ら
か
を
選
銀
し
ま
す
。

　
な
お
、
嚢
族
基
礎
舘
金
は
十
八
歳

（
臆
糞
轡
は
二
十
栽
）
未
満
の
子
が

い
る
場
ふ
瑠
に
支
給
さ
れ
豪
す
．

　
よ
っ
て
、
遺
蕨
慧
礎
年
金
々
選
択

し
た
場
畠
で
も
、
墨
が
十
八
歳
（
濠

た
は
二
十
歳
）
瓢
な
っ
た
時
点
で
失

権
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
後
は
障
羨
猛

礎
難
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
崖
す
。

o
　ρ

も

へ
へ
》

粛姶
＾ぐ
女¢

》
舜蘭1

o　o

傘。

田

お
擶
藻
臨
の
黍
氷
道
⑧
襲
鐵

Q
、
下
水
道
の
維
持
管
理
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

A
、
下
水
遵
と
い
う
も
の
は
、
私
達

の
快
適
な
熱
濡
の
上
で
は
縁
の
峯
の

力
持
ち
な
の
で
、
繍
段
は
あ
ま
り
羅

に
と
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

灘
町
樗
の
．
罫
水
道
撫
薫
瀞
煮
は
平
常
か

ら
万
全
を
期
す
べ
く
大
変
な
蕃
労
を

し
な
が
ら
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
地
震
や
遭
驚
裂
郵
な

ど
拷
よ
り
下
水
管
が
撰
傷
を
受
け
た

り
し
て
い
な
い
か
、
詰
ま
っ
た
り
し

て
綴
水
の
危
険
は
な
い
か
、
ガ
ス
発

撫
に
よ
り
悪
輿
や
爆
発
の
恐
れ
は
な

　い

か
な
ど
、
不
澗
の
事
故
を
崇
然
に

課
　
9
ま
　
塁
．
7
．
≠
詫
監
セ
蓄
，
㌻
f
』
嚢
戸
書
葺
峯
葎
葎
窪
舞
葎
る
…
…
馨
糞
韓
窪

螂蟹桝轍冊　ゆ

欄脚
　
食
欲
の
秋
が
や
っ
ず
、
き
蜜
し
た
。

　

轍
　
米
や
野
簗
、
魚
介
類
が
お
い
し
い

蓼
攣
す
．

ゆ

欄
　
な
か
で
も
、
魚
は
こ
れ
か
ら
冬
に

脚
か
け
て
、
い
ろ
い
メ
な
種
類
が
魚
騰

　
さ
ん
や
ス
㌧
ハ
ー
な
ど
に
艶
び
ま
す
。

燃
　
甲
　
、
　
ミ

　
　
サ
ン
マ
　
サ
ノ
　
サ
ケ
な
ど
は
｛
疋

∞∞

誉
し
て
、
叢
に
考
饗
藁

ゆ

4
え
る
こ
と
で
し
ょ
つ
郁

㎜
発
鑑
絡
鹸
議
捻
靴
雑

．
棄
ζ
　
今
き
●
ヶ
ぱ
．
韮
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
む
監
　
蝉
嚢
睾
蒙
皇
象
…
4
韓
…
…
窪

脳
の
発
達
や
老
化
防
止
に
魚
を
食
べ

防
ぐ
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
　
下
水
管
渠
の
掻
獲
や
勾
灘
響
摂
は
、

道
酪
の
臨
没
艦
流
水
に
阻
肇
を
来
た

　
し
、
下
水
管
渠
内
紅
付
鞍
し
た
ゴ
、
、
、

粒
着
物
及
び
管
浄
ど
に
堆
横
し
た
土

　
砂
・
汚
泥
な
ど
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事

　
敏
の
原
灘
と
な
る
の
で
、
修
繕
・
敗

　
良
や
定
期
的
な
掃
除
を
必
要
と
し
ま

　
ザ
o

　
　
も
ち
ろ
ん
、
燃
理
場
の
運
転
は
二

　
十
雛
謄
間
、
葬
中
無
休
で
す
、

　
　
下
水
は
自
然
流
下
方
式
、
す
な
わ

　
ち
礪
い
蟻
か
ら
低
い
と
こ
・
、
へ
と
流

　
す
方
式
で
す
か
ら
、
瀧
末
に
あ
る
処

霧
窪
讐
蓬
舞
～
菱
糞
蓬
垂
髪

学
防
に
も
い
い
と
い
う
こ
と
が
こ
れ

蒙
で
の
餌
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
魚
把
念
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
が
、

こ
う
し
た
効
梨
を
与
え
て
い
る
の
で

す
．　

魚
の
脂
肪
酸
は
、
磁
液
の
凝
圏
を

起
こ
し
紅
く
く
し
、
撫
栓
症
や
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
成
人
病
を
ま

防
し
豪
す
。

　
さ
）
に
、
ア
ミ
ノ
酸
の
｝
種
で
あ

る
タ
ウ
リ
ン
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス

理
場
で
は
、
地
下
数
メ
ー
ト
ル
と
い

う
深
い
下
水
管
が
擾
続
す
る
．
｝
と
が

あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
処
理
場
や
駄
は
下
水

を
地
畿
ヘ
ヒ
げ
る
た
め
ポ
ン
ヅ
を
動

か
し
た
り
、
下
水
を
処
理
す
る
た
め

に
下
水
中
に
鵬
、
、
を
吹
き
込
む
送
風

機
や
、
下
水
処
理
場
で
発
能
し
た
余

分
な
汚
泥
を
脱
水
し
、
堀
立
て
な
ど

の
監
取
終
処
分
に
謙
る
ま
で
に
は
、
た

く
さ
ん
の
機
械
を
動
か
す
電
、
灘
代
、

薬
蔽
、
燃
料
費
や
機
械
の
繰
作
や
監

槻
、
烈
検
な
ど
の
蟹
理
を
し
て
い
る

人
々
の
人
件
費
な
ど
の
費
絹
が
必
要

に
な
り
窪
す
。

　
ロ
ま
き
オ
お
き
に
い
だ
ヌ
す
　
　
　
ゆ
ゑ
マ
ト
き
ト
き
　
を
き
セ
ト
な
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

　
　
　
よ
噺
つ
　
　
　
∞
∞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き
が
あ
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
家
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

　
ま
た
、
脳
の
中
枢
神
経
に
働
き
か
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
、
甑
鐵
を
蕉
鴬
に
保
つ
甑
駈
調
整
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

窪
絹
の
役
目
も
し
て
い
ま
ザ
ゆ
　
　
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
・
あ
ほ
か
箸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
も
多
く
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

兜
φ
、
い
奪
．
　
　
∞∞

　
健
康
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
鷲
え
糊

て
・
讐
の
食
簿
魚
叢
り
入
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
繍

　
　
　
　
襲
萎
き
妻
…
き
董
き
菱
張

‘3



ー
ゆ
O
［

’2

落
探
訪

歴
鍵
態
蜷
密

　
欝
の
北
部
に
位
置
し
、
集
落
内
を

県
道
松
代
茨
水
胤
線
が
通
る
。

　
地
名
の
蜘
来
は
、
水
に
不
足
し
て

い
る
土
地
「
水
雛
ぐ
に
趨
鶴
よ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
罵
八
和
二
　
（
一
轟
ハ
八
二
）
　
年
の
検
地

に
よ
る
村
愉
・
陶
は
薫
十
石
へ
斗
余
、
鍔

数
十
圏
戸
、
約
二
〇
〇
年
後
の
明
濃

元
（
一
八
穴
八
）
舘
の
村
、
剛
は
ヒ
ニ

石
六
斗
余
、
戸
数
八
十
三
戸
と
な
っ

て
い
る
。

　
江
舞
時
代
出
丁
朗
か
ら
、
寧
フ
ケ
で

自
然
湧
出
し
て
い
た
．
石
油
を
採
取
し

運
上
金
を
納
め
て
い
た
。

　
ま
た
、
地
す
べ
り
の
常
灘
　
F
地
帯
で
、

昭
和
、
．
十
七
年
に
発
鷹
し
た
松
之
山

大
地
す
べ
り
で
は
、
約
二
〇
〇
㎞
が

流
動
決
壊
の
被
災
を
受
け
た
。

　
昭
稲
照
十
九
年
に
簡
易
水
道
、
平

成
元
年
に
集
落
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

た
。

　
小
谷
と
の
境
を
通
る
服
隔
顯
街
遵

沿
い
に
、
三
十
三
観
’
膏
や
子
育
観
爵

が
あ
る
．

　
灘
由
〔
神
教
の
翻
欄
立
は
麺
｝
六
　
（
｝

穴
七
八
）
驚
六
月
と
伝
え
・
　
れ
、
明

治
二
十
三
（
　
八
九
〇
）
年
改
築
さ

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
く
に
は
中
撹
の
山
城

で
あ
る
紙
山
城
や
藤
漂
城
、
高
欄
街

道
な
ど
が
逓
っ
て
お
り
、
蔓
際
の
翻

豊
は
も
　
と
古
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
阿
弥
陀
堂
（
仏
縁
・
阿
弥
陀
郊
来

縁
・
地
蔵
尊
）
の
創
乙
賢
月
は
不
明

だ
が
、
昭
翻
烈
十
二
無
秋
廃
堂
と
な

り
、
仏
像
等
は
松
代
町
松
代
の
長
命

寺
へ
移
さ
れ
た
．

　
明
治
へ
罫
闘
月
、
浦
醗
校
水
梨
分

校
（
鷺
欝
小
掌
校
V
が
小
谷
の
大
鷺

堂
を
借
り
て
開
校
し
、
闘
第
十
月
阿

弥
陀
堂
へ
移
っ
た
．

　
翌
九
年
に
は
兇
童
が
三
牽
名
を
超

え
、
茎
窪
下
に
校
禽
が
覇
築
さ
れ
た
．

　
そ
の
後
、
学
綱
が
改
正
さ
れ
る
た

び
に
就
掌
兜
童
が
増
撫
し
校
禽
が
拳

狭
に
な
っ
て
き
た
脅

　
明
治
二
十
三
年
、
現
筏
地
に
三
雀

小
学
校
が
建
設
さ
れ
、
昭
灘
六
十
。

年
三
月
に
闘
校
す
る
ま
で
多
〆
・
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
た
の

霊
講
盛
観
音

　
三
十
三
観
膏
は
田
高
田
街
道
沿
い

の
独
立
峰
の
山
頭
中
央
に
あ
り
、
鳥

屡
城
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
故
纂
に

由
来
し
て
，
濤
麗
の
観
音
」
と
一
わ

れ
て
い
る
．

　
癒
径
約
六
m
、
嵩
さ
約
二
m
の
円

型
塚
の
中
央
磁
は
斑
入
り
の
笹
が
密

集
し
て
お
り
、
在
翻
紅
蓮
華
を
手
に

し
た
観
薄
濤
薩
立
練
が
あ
る
。

　
豪
た
、
近
く
に
は
廼
圏
供
養
塔
や

灘
欝
醗
畿

馬
頭
観
膏
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
〃
、

の
信
傾
を
受
け
て
い
た
。

　
賑
．
、
萄
灘
街
道
沿
い
に
、
夜
．
掘
き
や

夜
駅
癒
を
治
す
と
い
わ
れ
た
夜
泣
き

松
が
あ
っ
た
。

　
昭
憩
六
十
｝
年
煮
月
、
松
食
虫
の

被
霧
を
疑
け
た
夜
泣
き
松
は
惜
し
ま

れ
な
が
れ
切
り
倒
さ
れ
、
現
往
は
、
、

代
獄
の
松
が
植
え
ら
れ
て
大
切
に
、
閂

て
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
．
鱒
成
元
年
十
一
月
に
は
蘭

さ
約
三
搬
の
ず
潟
観
田
と
、
夜
泣
き

羅i繋、照．，．、　．’i．’慧．賦・1嚢　灘灘

塚を取り囲むように立っ三牽三観膏

　　中央には斑入りの笹が密集している

松
の
こ
と
を
後
世
紅
伝
え
る
鎮
魂
碑

が
建
立
さ
れ
た
．

氷
梨
歌
舞
狡

　
栂
々
を
ま
わ
る
村
芝
緩
の
影
響
で
、

水
梨
で
は
早
く
か
ら
歌
舞
伎
が
演
じ

ら
れ
、
太
平
洋
戦
争
で
…
時
巾
断
し

た
も
の
の
昭
秘
．
、
↑
七
葎
畷
ま
で
続

玉
ジ
し
〉
　
、
㌧
o

レ
ィ
　
ン
ヤ
チ
ノ

　
演
麟
は
「
絵
塞
太
功
記
し
や
、
冨

厭
伝
授
手
習
鑑
」
で
、
祭
り
の
萄
に

は
近
隣
の
村
々
か
ら
大
勢
の
見
物
客

が
き
て
い
た
。

　
昭
租
烈
十
二
年
九
月
、
申
噺
し
て

い
た
秋
祭
り
の
舞
漆
が
痩
濡
し
、
同

鷺
十
八
郊
の
秋
祭
り
で
は
歌
舞
伎
も

公
演
さ
れ
た
。

　
　
　
　
ベ
ヤ
バ
　
ぎ
　
か
こ
つ

　
ま
た
、
、
一
番
嬰
は
幕
あ
き
の
祝
儀

と
し
て
舞
わ
れ
る
も
の
で
、
購
芸
能

祭
で
も
簿
無
舞
わ
れ
て
い
る
。

鷹
油
の
採
掘

　
蕉
穂
照
（
一
七
一
響
葎
、
恨
梨

村
鷹
騰
近
オ
衛
門
が
．
磨
フ
ケ
で
石
瀬

を
採
集
し
て
い
た
が
、
湧
罎
欝
は
嶽
廟

わ
め
て
少
な
か
っ
た
、

　
江
戸
時
代
來
期
に
な
る
と
簡
単
な

石
濾
井
戸
が
掘
ら
れ
、
産
灘
難
は
飛

躍
的
に
増
触
し
た
難

　
し
か
し
、
水
梨
周
辺
の
埋
蔵
璽
は

少
な
～
＼
明
治
瞬
代
籾
朗
に
は
嚢
退

し
て
し
ま
つ
た
。

い
く
つ
も
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は

併
給
調
整
さ
れ
ま
す

　
無
金
は
、
猿
期
と
し
て
…
人
が
一

つ
の
銀
金
を
受
け
る
こ
と
紅
な
っ
て

い
ま
す
．

　
二
つ
以
上
受
け
，
れ
る
よ
う
紅
な

つ
た
場
合
は
、
　
｝
つ
の
隼
金
を
選
撰

し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
雑
金
の
種
類
に
よ
っ
て

は
濁
方
受
け
ら
れ
る
場
含
も
あ
り
ま

す
。（

事
例
一
）

　
陳
害
基
礎
年
金
と
障
讐
厚
生
年
金

を
受
け
て
い
る
人
が
、
穴
十
五
歳
に

な
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
礁
な
っ
た
と
き

　
障
護
総
付
と
老
齢
給
付
を
綱
時
に

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

①
障
審
基
礎
年
金
と
障
轡
、
縷
隻
年
繊

②
着
齢
簾
、
礎
年
金

の
ど
＃
歯
か
を
選
択
し
ま
す
．

　
ま
た
、
障
鯉
麟
鑑
黛
金
と
港
齢
纂

礎
郷
金
と
い
う
よ
う
に
、
違
っ
た
支

給
箏
磁
の
隼
金
を
組
み
含
わ
せ
て
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
．

（
事
例
5

　
造
族
基
礎
隼
金
を
受
け
て
い
る
人

が
、
障
害
者
に
な
鯵
障
書
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
瓢
な
っ
た
と
毒

　
遺
族
凝
付
と
灘
欝
給
付
の
、
爾
方
を

受
け
る
こ
と
は
で
港
な
い
の
で
、

①
遺
族
基
礎
年
金

②
瞳
讐
基
礎
葬
金

の
ど
ち
ら
か
を
選
銀
し
ま
す
。

　
な
お
、
嚢
族
基
礎
舘
金
は
十
八
歳

（
臆
糞
轡
は
二
十
栽
）
未
満
の
子
が

い
る
場
ふ
瑠
に
支
給
さ
れ
豪
す
．

　
よ
っ
て
、
遺
蕨
慧
礎
年
金
々
選
択

し
た
場
畠
で
も
、
墨
が
十
八
歳
（
濠

た
は
二
十
歳
）
瓢
な
っ
た
時
点
で
失

権
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
後
は
障
羨
猛

礎
難
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
崖
す
。

o
　ρ

も

へ
へ
》

粛姶
＾ぐ
女¢

》
舜蘭1

o　o

傘。

田

お
擶
藻
臨
の
黍
氷
道
⑧
襲
鐵

Q
、
下
水
道
の
維
持
管
理
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

A
、
下
水
遵
と
い
う
も
の
は
、
私
達

の
快
適
な
熱
濡
の
上
で
は
縁
の
峯
の

力
持
ち
な
の
で
、
繍
段
は
あ
ま
り
羅

に
と
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

灘
町
樗
の
．
罫
水
道
撫
薫
瀞
煮
は
平
常
か

ら
万
全
を
期
す
べ
く
大
変
な
蕃
労
を

し
な
が
ら
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
地
震
や
遭
驚
裂
郵
な

ど
拷
よ
り
下
水
管
が
撰
傷
を
受
け
た

り
し
て
い
な
い
か
、
詰
ま
っ
た
り
し

て
綴
水
の
危
険
は
な
い
か
、
ガ
ス
発

撫
に
よ
り
悪
輿
や
爆
発
の
恐
れ
は
な

　い

か
な
ど
、
不
澗
の
事
故
を
崇
然
に

課
　
9
ま
　
塁
．
7
．
≠
詫
監
セ
蓄
，
㌻
f
』
嚢
戸
書
葺
峯
葎
葎
窪
舞
葎
る
…
…
馨
糞
韓
窪

螂蟹桝轍冊　ゆ

欄脚
　
食
欲
の
秋
が
や
っ
ず
、
き
蜜
し
た
。

　

轍
　
米
や
野
簗
、
魚
介
類
が
お
い
し
い

蓼
攣
す
．

ゆ

欄
　
な
か
で
も
、
魚
は
こ
れ
か
ら
冬
に

脚
か
け
て
、
い
ろ
い
メ
な
種
類
が
魚
騰

　
さ
ん
や
ス
㌧
ハ
ー
な
ど
に
艶
び
ま
す
。

燃
　
甲
　
、
　
ミ

　
　
サ
ン
マ
　
サ
ノ
　
サ
ケ
な
ど
は
｛
疋

∞∞

誉
し
て
、
叢
に
考
饗
藁

ゆ

4
え
る
こ
と
で
し
ょ
つ
郁

㎜
発
鑑
絡
鹸
議
捻
靴
雑

．
棄
ζ
　
今
き
●
ヶ
ぱ
．
韮
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
む
監
　
蝉
嚢
睾
蒙
皇
象
…
4
韓
…
…
窪

脳
の
発
達
や
老
化
防
止
に
魚
を
食
べ

防
ぐ
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
　
下
水
管
渠
の
掻
獲
や
勾
灘
響
摂
は
、

道
酪
の
臨
没
艦
流
水
に
阻
肇
を
来
た

　
し
、
下
水
管
渠
内
紅
付
鞍
し
た
ゴ
、
、
、

粒
着
物
及
び
管
浄
ど
に
堆
横
し
た
土

　
砂
・
汚
泥
な
ど
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事

　
敏
の
原
灘
と
な
る
の
で
、
修
繕
・
敗

　
良
や
定
期
的
な
掃
除
を
必
要
と
し
ま

　
ザ
o

　
　
も
ち
ろ
ん
、
燃
理
場
の
運
転
は
二

　
十
雛
謄
間
、
葬
中
無
休
で
す
、

　
　
下
水
は
自
然
流
下
方
式
、
す
な
わ

　
ち
礪
い
蟻
か
ら
低
い
と
こ
・
、
へ
と
流

　
す
方
式
で
す
か
ら
、
瀧
末
に
あ
る
処

霧
窪
讐
蓬
舞
～
菱
糞
蓬
垂
髪

学
防
に
も
い
い
と
い
う
こ
と
が
こ
れ

蒙
で
の
餌
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
魚
把
念
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
が
、

こ
う
し
た
効
梨
を
与
え
て
い
る
の
で

す
．　

魚
の
脂
肪
酸
は
、
磁
液
の
凝
圏
を

起
こ
し
紅
く
く
し
、
撫
栓
症
や
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
成
人
病
を
ま

防
し
豪
す
。

　
さ
）
に
、
ア
ミ
ノ
酸
の
｝
種
で
あ

る
タ
ウ
リ
ン
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス

理
場
で
は
、
地
下
数
メ
ー
ト
ル
と
い

う
深
い
下
水
管
が
擾
続
す
る
．
｝
と
が

あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
処
理
場
や
駄
は
下
水

を
地
畿
ヘ
ヒ
げ
る
た
め
ポ
ン
ヅ
を
動

か
し
た
り
、
下
水
を
処
理
す
る
た
め

に
下
水
中
に
鵬
、
、
を
吹
き
込
む
送
風

機
や
、
下
水
処
理
場
で
発
能
し
た
余

分
な
汚
泥
を
脱
水
し
、
堀
立
て
な
ど

の
監
取
終
処
分
に
謙
る
ま
で
に
は
、
た

く
さ
ん
の
機
械
を
動
か
す
電
、
灘
代
、

薬
蔽
、
燃
料
費
や
機
械
の
繰
作
や
監

槻
、
烈
検
な
ど
の
蟹
理
を
し
て
い
る

人
々
の
人
件
費
な
ど
の
費
絹
が
必
要

に
な
り
窪
す
。

　
ロ
ま
き
オ
お
き
に
い
だ
ヌ
す
　
　
　
ゆ
ゑ
マ
ト
き
ト
き
　
を
き
セ
ト
な
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

　
　
　
よ
噺
つ
　
　
　
∞
∞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き
が
あ
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
家
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

　
ま
た
、
脳
の
中
枢
神
経
に
働
き
か
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
、
甑
鐵
を
蕉
鴬
に
保
つ
甑
駈
調
整
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

窪
絹
の
役
目
も
し
て
い
ま
ザ
ゆ
　
　
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
・
あ
ほ
か
箸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
も
多
く
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

兜
φ
、
い
奪
．
　
　
∞∞

　
健
康
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
鷲
え
糊

て
・
讐
の
食
簿
魚
叢
り
入
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
繍

　
　
　
　
襲
萎
き
妻
…
き
董
き
菱
張
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1
Φ
O
F

　
十
肖
一
ト
㎜
日
（
β
）
、
．
町
炭
体
脊

館
で
町
，
縫
ぜ
が
㎜
糖
催
さ
れ
、
翻
・

騰
謡
・
舞
踊
・
．
鰐
吟
・
歌
舞
伎
な
ど

が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　
翻
は
松
之
山
中
掌
絞
の
「
湯
山
轄

匂
物
謙
し
、
歌
舞
伎
は
，
黛
浪
汽
人

照
ご
が
予
建
さ
れ
て
い
ま
ザ
．

　
ま
た
、
十
肩
三
十
細
か
ら
十
一
梢

一
潟
ま
で
、
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

で
鱒
葵
術
展
が
騰
催
さ
れ
、
絵
藤
・

灘
擬
・
y
、
異
な
ど
が
展
承
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
、
出
鹸
で
無
る
作
酷
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
出
鵜
し
て
く
だ
轟
・
」
い
。

　
出
晶
嬢
鶴
苧
は
、
公
艮
館
へ
お
問

い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鰺
節
に
／
）
た
活
動
を
し
て
い
る

親
子
由
鋏
、
体
験
教
塞
は
好
評
で
、
十

月
は
深
坂
瞭
で
秋
の
渡
り
鳥
の
観
察

壷
駕
行
い
ま
す
乃

　
深
坂
瞭
樗
近
は
渡
り
鳥
が
多
・
通

過
す
る
場
駈
響
＼
オ
ジ
”
ワ
シ
や
ホ

シ
ガ
ラ
ス
な
ど
の
珍
し
い
鳥
を
毘
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
郁

▼
β
　
時
　
十
月
新
七
繕
（
鷺
）

　
　
　
　
　
午
繭
九
蒔
か
ら

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
簸
ハ
点
熊
、
深
坂
藤
『
へ
移
動

▼
講
　
緬
　
村
由
　
健
さ
ん

　
　
　
　
　
磐
…
鍵
護
欝
の
嬬
さ
ん

力作がそろう聴美術展

あなたも出贔してみませんか

　
九
月
か
ら
始
豪
っ
た
ナ
イ
タ
ー
野

球
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
は
、
～
点
を

争
う
好
ゲ
ー
ム
が
続
き
ま
し
た
。

　
特
に
優
勝
し
た
さ
さ
の
フ
ァ
イ
タ

…
ズ
は
、
　
懸
戦
・
準
決
勝
と
も
岡

点
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
決
勝
戦
も
照
対
鷲
の
｝
点

藩
で
し
た
．

｝
位
　
さ
さ
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

諾
位
　
ベ
ア
ー
ズ

黒
位
　
大
樫
”
、
豊
原
ト
ン
ネ
ル
ズ

‘4

　
夜
窯
に
輝
く
秋
の
舵
座
を
兇
て
み

ま
せ
ん
か
、

▼
臼
　
時
　
十
鶏
十
、
鷺
（
烹
）

　
　
　
　
　
ー
後
六
蒋
．
↑
分
か
つ

▼
場
　
駈
　
松
之
山
中
糞
校
グ
フ
ワ

　
　
　
　
　
ン
ド

▼
講
　
麟
　
村
山
　
暁
さ
ん

　
嵐
た
、
森
、
蕃
最
後
の
親
ナ
映
麟
の

夕
べ
は
趨
大
作
を
勤
定
し
て
い
家
す
。

（
上
映
作
磁
は
幾
旧
蓮
絡
し
ま
す
〉

▼
臼
　
時
　
郵
壇
一
軒
…
繕
（
土
》

　
　
　
　
　
峯
後
七
蒔
か
ら

▼
場
　
漸
　
癩
然
休
饗
村
セ
ン
タ
ー

　
若
さ
あ
ふ
れ
る
ー
校
焦
チ
ー
ム
も

参
舶
す
る
、
町
捲
ハ
杯
バ
レ
…
ボ
ー
ル

大
会
が
次
の
鷺
程
界
開
篠
さ
れ
ま
す
。

▼
β
　
　
時
　
　
十
月
二
十
六
臼
ス
火
）
と

　
　
　
　
　
、
十
七
鼎
（
水
〉
、
爾
購

　
　
　
　
　
と
も
午
後
七
縛
か
ら

▼
場
　
漸
　
賄
蝿
体
欝
館

　
ま
た
、
親
縮
を
囲
的
と
し
た
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
闇
体
資
歓
会
も
闘
催

さ
れ
ま
す
、

▼
臼
　
時
　
十
ハ
月
照
総
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
七
蒋
か
ら

▼
場
所
鱒
罠
体
、
欝
館

　夜間一般開放は栂月23日まで

　町畏体育館の夜間一般開放は、憩再23日（土

で終了します。

　なお、都合により使溺できない鷺もありま

すので漉慧してください。

　また、管理人に一署断ってから使屠してく

ださい。

松
里
地
区
の
集
落
秋
祭
り

　
松
漿
地
区
で
は
、
八
月
未
か
ら
九

月
の
嬌
ま
り
に
か
け
て
姦
集
落
で
秋

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
今
雑
も
不
溌
と
無
天
繰
に
よ
る
不

作
“
状
溌
を
、
吹
っ
飛
ば
す
か
の
よ
う

に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
婦
人
会
の
皆
さ
ん
も
ア
イ
デ
ァ
と

し
な
の
褒
さ
で
、
雛
落
の
濃
性
化
と

交
流
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
参
膿
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
果
水
越
の
婦
人
金
で
は
「
お
め
で

た
轡
頭
幅
を
踊
り
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
七
月
十
三
欝
の
役
蝿
観
修

食
の
鋳
に
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
踊

り
の
中
の
ひ
と
つ
で
、
皆
さ
ん
が
覚

え
ら
れ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

　
ハ
ッ
ピ
紅
短
パ
ン
と
い
う
い
な
せ

な
姿
で
、
と
て
も
揃
っ
て
い
て
｝
善

で
し
た
。

　
天
水
鶴
の
婦
人
会
で
は
「
ガ
ラ
ガ

ラ
ヘ
ビ
が
や
っ
て
来
る
」
を
、
子
繊

た
ち
と
…
緒
ほ
踊
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
誰
れ
が
誰
れ
だ
か
わ
か
ら

な
い
ほ
ど
変
装
し
て
灘
り
、
禽
場
か

ら
大
き
な
簗
い
欝
が
闘
え
ま
し
た
．

　
皆
さ
ん
、
ご
蕾
労
さ
ま
で
し
た
。

繍

肇
貧
イ
・
華

を
ず拳

鷺
翼
　
詐

、
、
モ
雛
頭

葎
薄
音

　
　
　
た

・
購
で

、
奪
戸
め

　
　
　
％

　
　
　
り

　
　
’
踊

　
　
・
の

　
　
　
会

　
　
　
入

　
　
　
婦

　
　
　
の

　
　
　
越

　
　
　
勲

灘縷

出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
簿
年
の
こ
と
で
、
皆
さ
ん
す
で
に

ご
承
館
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
出

稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
保
険
証
の

藻
、
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
な
っ
て

く
だ
湊
い
⇔

　
出
稼
ぎ
先
で
轍
会
保
険
に
撫
入
す

る
方
は
、
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
葡
に

　
知
っ
て
い
ま
す
か
、

　
出
稼
ぎ
先
、
で
縫
ム
筑
保
瞼
“
に
翻
嬰
人
し

な
い
方
は
、
麟
保
係
で
も
う
一
枚
の

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
麟
保
係

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
．

　
保
険
証
は
…
世
帯
に
｝
枚
が
漂
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
擾
鰯
の
旅
行
、

修
掌
の
た
め
飽
の
市
町
村
に
催
む
よ

役
場
の
醐
保
係
か
ら
縫
禽
保
険
加
入

証
購
鰻
の
購
紙
を
も
ら
い
、
会
縫
か

ら
誕
明
を
受
け
、
で
き
る
だ
け
早
く

役
場
の
麟
保
係
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
閣
書
が
麗
き
し
だ
い
、
あ

な
た
の
尿
庭
に
連
絡
し
て
、
園
保
の

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
蹉

鷹
療
機
関
か
ら
二
重
に
請
求
さ
れ
た

　
な
お
、
出
稼
ぎ
先
の
縫
会
保
険
の

鞍
無
は
事
葡
に
確
か
め
て
く
だ
湊
い
。

療
費
が
全
額
窃
己
負
撹
に
な
っ
た
り
、

り
し
ま
す
の
で
淫
意
し
て
く
だ
さ
い
．

も
う
一
枚
の
保
険
証
（
遠
隔
地
被
保
険
者
証
）

う
な
場
合
は
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保

険
証
で
は
闘
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
特
甥
に

も
う
｝
枚
の
保
険
証
（
遠
漏
地
被
保

険
者
証
〉
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
験
に
撫
入
す

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
医
痕
機
関
に
連
絡
を
！

　
霧
鷹
蓄
さ
ん
に
か
か
る
時
は
、
必

ず
保
険
誠
を
受
付
の
窓
購
に
提
承
す

る
こ
と
紅
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
等
で
「
籔
罠
健
康
保
険
し

か
ら
「
徹
会
保
険
」
に
変
翼
に
な
っ

た
ら
、
必
ず
医
療
機
関
ぱ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
．

　
出
稼
ぎ
免
で
社
会
保
険
の
手
続
き

が
遅
れ
、
華
、
駕
に
新
し
い
保
険
読
が

鰯
か
な
い
晦
も
、
贋
療
機
関
に
そ
の

冒
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
入
保
健
に
つ
き
ま
し
て

も
保
険
証
が
変
璽
に
な
っ
た
場
禽
は
、

必
ず
、
鷹
療
機
関
に
保
険
証
と
難
人
医

療
受
給
餐
証
を
冤
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
や
擬
示
を
し
な
か
っ
た
場
禽

は
、
鷹
療
費
が
全
額
自
巴
負
撫
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
淀
意
し
て

る
と
、
慰
帯
意
で
扶
養
春
の
あ
る
方

は
、
そ
の
家
族
も
扶
養
轡
と
し
て
社

会
保
険
に
撫
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
縦
の
他
に
、
象
族

の
方
罵
に
「
遠
漏
地
被
保
険
蕎
証
」

の
交
付
を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

凝
、
喰
（

’
㌔
陶

『
げ
　
’

　
、

験
’

グ
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1
Φ
O
F

　
十
肖
一
ト
㎜
日
（
β
）
、
．
町
炭
体
脊

館
で
町
，
縫
ぜ
が
㎜
糖
催
さ
れ
、
翻
・

騰
謡
・
舞
踊
・
．
鰐
吟
・
歌
舞
伎
な
ど

が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　
翻
は
松
之
山
中
掌
絞
の
「
湯
山
轄

匂
物
謙
し
、
歌
舞
伎
は
，
黛
浪
汽
人

照
ご
が
予
建
さ
れ
て
い
ま
ザ
．

　
ま
た
、
十
肩
三
十
細
か
ら
十
一
梢

一
潟
ま
で
、
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

で
鱒
葵
術
展
が
騰
催
さ
れ
、
絵
藤
・

灘
擬
・
y
、
異
な
ど
が
展
承
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
、
出
鹸
で
無
る
作
酷
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
出
鵜
し
て
く
だ
轟
・
」
い
。

　
出
晶
嬢
鶴
苧
は
、
公
艮
館
へ
お
問

い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鰺
節
に
／
）
た
活
動
を
し
て
い
る

親
子
由
鋏
、
体
験
教
塞
は
好
評
で
、
十

月
は
深
坂
瞭
で
秋
の
渡
り
鳥
の
観
察

壷
駕
行
い
ま
す
乃

　
深
坂
瞭
樗
近
は
渡
り
鳥
が
多
・
通

過
す
る
場
駈
響
＼
オ
ジ
”
ワ
シ
や
ホ

シ
ガ
ラ
ス
な
ど
の
珍
し
い
鳥
を
毘
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
郁

▼
β
　
時
　
十
月
新
七
繕
（
鷺
）

　
　
　
　
　
午
繭
九
蒔
か
ら

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
簸
ハ
点
熊
、
深
坂
藤
『
へ
移
動

▼
講
　
緬
　
村
由
　
健
さ
ん

　
　
　
　
　
磐
…
鍵
護
欝
の
嬬
さ
ん

力作がそろう聴美術展

あなたも出贔してみませんか

　
九
月
か
ら
始
豪
っ
た
ナ
イ
タ
ー
野

球
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
は
、
～
点
を

争
う
好
ゲ
ー
ム
が
続
き
ま
し
た
。

　
特
に
優
勝
し
た
さ
さ
の
フ
ァ
イ
タ

…
ズ
は
、
　
懸
戦
・
準
決
勝
と
も
岡

点
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
決
勝
戦
も
照
対
鷲
の
｝
点

藩
で
し
た
．

｝
位
　
さ
さ
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

諾
位
　
ベ
ア
ー
ズ

黒
位
　
大
樫
”
、
豊
原
ト
ン
ネ
ル
ズ

‘4

　
夜
窯
に
輝
く
秋
の
舵
座
を
兇
て
み

ま
せ
ん
か
、

▼
臼
　
時
　
十
鶏
十
、
鷺
（
烹
）

　
　
　
　
　
ー
後
六
蒋
．
↑
分
か
つ

▼
場
　
駈
　
松
之
山
中
糞
校
グ
フ
ワ

　
　
　
　
　
ン
ド

▼
講
　
麟
　
村
山
　
暁
さ
ん

　
嵐
た
、
森
、
蕃
最
後
の
親
ナ
映
麟
の

夕
べ
は
趨
大
作
を
勤
定
し
て
い
家
す
。

（
上
映
作
磁
は
幾
旧
蓮
絡
し
ま
す
〉

▼
臼
　
時
　
郵
壇
一
軒
…
繕
（
土
》

　
　
　
　
　
峯
後
七
蒔
か
ら

▼
場
　
漸
　
癩
然
休
饗
村
セ
ン
タ
ー

　
若
さ
あ
ふ
れ
る
ー
校
焦
チ
ー
ム
も

参
舶
す
る
、
町
捲
ハ
杯
バ
レ
…
ボ
ー
ル

大
会
が
次
の
鷺
程
界
開
篠
さ
れ
ま
す
。

▼
β
　
　
時
　
　
十
月
二
十
六
臼
ス
火
）
と

　
　
　
　
　
、
十
七
鼎
（
水
〉
、
爾
購

　
　
　
　
　
と
も
午
後
七
縛
か
ら

▼
場
　
漸
　
賄
蝿
体
欝
館

　
ま
た
、
親
縮
を
囲
的
と
し
た
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
闇
体
資
歓
会
も
闘
催

さ
れ
ま
す
、

▼
臼
　
時
　
十
ハ
月
照
総
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
七
蒋
か
ら

▼
場
所
鱒
罠
体
、
欝
館

　夜間一般開放は栂月23日まで

　町畏体育館の夜間一般開放は、憩再23日（土

で終了します。

　なお、都合により使溺できない鷺もありま

すので漉慧してください。

　また、管理人に一署断ってから使屠してく

ださい。

松
里
地
区
の
集
落
秋
祭
り

　
松
漿
地
区
で
は
、
八
月
未
か
ら
九

月
の
嬌
ま
り
に
か
け
て
姦
集
落
で
秋

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
今
雑
も
不
溌
と
無
天
繰
に
よ
る
不

作
“
状
溌
を
、
吹
っ
飛
ば
す
か
の
よ
う

に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
婦
人
会
の
皆
さ
ん
も
ア
イ
デ
ァ
と

し
な
の
褒
さ
で
、
雛
落
の
濃
性
化
と

交
流
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
参
膿
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
果
水
越
の
婦
人
金
で
は
「
お
め
で

た
轡
頭
幅
を
踊
り
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
七
月
十
三
欝
の
役
蝿
観
修

食
の
鋳
に
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
踊

り
の
中
の
ひ
と
つ
で
、
皆
さ
ん
が
覚

え
ら
れ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

　
ハ
ッ
ピ
紅
短
パ
ン
と
い
う
い
な
せ

な
姿
で
、
と
て
も
揃
っ
て
い
て
｝
善

で
し
た
。

　
天
水
鶴
の
婦
人
会
で
は
「
ガ
ラ
ガ

ラ
ヘ
ビ
が
や
っ
て
来
る
」
を
、
子
繊

た
ち
と
…
緒
ほ
踊
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
誰
れ
が
誰
れ
だ
か
わ
か
ら

な
い
ほ
ど
変
装
し
て
灘
り
、
禽
場
か

ら
大
き
な
簗
い
欝
が
闘
え
ま
し
た
．

　
皆
さ
ん
、
ご
蕾
労
さ
ま
で
し
た
。

繍

肇
貧
イ
・
華

を
ず拳

鷺
翼
　
詐

、
、
モ
雛
頭

葎
薄
音

　
　
　
た

・
購
で

、
奪
戸
め

　
　
　
％

　
　
　
り

　
　
’
踊

　
　
・
の

　
　
　
会

　
　
　
入

　
　
　
婦

　
　
　
の

　
　
　
越

　
　
　
勲

灘縷

出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
簿
年
の
こ
と
で
、
皆
さ
ん
す
で
に

ご
承
館
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
出

稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
保
険
証
の

藻
、
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
な
っ
て

く
だ
湊
い
⇔

　
出
稼
ぎ
先
で
轍
会
保
険
に
撫
入
す

る
方
は
、
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
葡
に

　
知
っ
て
い
ま
す
か
、

　
出
稼
ぎ
先
、
で
縫
ム
筑
保
瞼
“
に
翻
嬰
人
し

な
い
方
は
、
麟
保
係
で
も
う
一
枚
の

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
麟
保
係

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
．

　
保
険
証
は
…
世
帯
に
｝
枚
が
漂
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
擾
鰯
の
旅
行
、

修
掌
の
た
め
飽
の
市
町
村
に
催
む
よ

役
場
の
醐
保
係
か
ら
縫
禽
保
険
加
入

証
購
鰻
の
購
紙
を
も
ら
い
、
会
縫
か

ら
誕
明
を
受
け
、
で
き
る
だ
け
早
く

役
場
の
麟
保
係
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
閣
書
が
麗
き
し
だ
い
、
あ

な
た
の
尿
庭
に
連
絡
し
て
、
園
保
の

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
蹉

鷹
療
機
関
か
ら
二
重
に
請
求
さ
れ
た

　
な
お
、
出
稼
ぎ
先
の
縫
会
保
険
の

鞍
無
は
事
葡
に
確
か
め
て
く
だ
湊
い
。

療
費
が
全
額
窃
己
負
撹
に
な
っ
た
り
、

り
し
ま
す
の
で
淫
意
し
て
く
だ
さ
い
．

も
う
一
枚
の
保
険
証
（
遠
隔
地
被
保
険
者
証
）

う
な
場
合
は
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保

険
証
で
は
闘
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
特
甥
に

も
う
｝
枚
の
保
険
証
（
遠
漏
地
被
保

険
者
証
〉
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
験
に
撫
入
す

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
医
痕
機
関
に
連
絡
を
！

　
霧
鷹
蓄
さ
ん
に
か
か
る
時
は
、
必

ず
保
険
誠
を
受
付
の
窓
購
に
提
承
す

る
こ
と
紅
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
等
で
「
籔
罠
健
康
保
険
し

か
ら
「
徹
会
保
険
」
に
変
翼
に
な
っ

た
ら
、
必
ず
医
療
機
関
ぱ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
．

　
出
稼
ぎ
免
で
社
会
保
険
の
手
続
き

が
遅
れ
、
華
、
駕
に
新
し
い
保
険
読
が

鰯
か
な
い
晦
も
、
贋
療
機
関
に
そ
の

冒
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
入
保
健
に
つ
き
ま
し
て

も
保
険
証
が
変
璽
に
な
っ
た
場
禽
は
、

必
ず
、
鷹
療
機
関
に
保
険
証
と
難
人
医

療
受
給
餐
証
を
冤
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
や
擬
示
を
し
な
か
っ
た
場
禽

は
、
鷹
療
費
が
全
額
自
巴
負
撫
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
淀
意
し
て

る
と
、
慰
帯
意
で
扶
養
春
の
あ
る
方

は
、
そ
の
家
族
も
扶
養
轡
と
し
て
社

会
保
険
に
撫
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
縦
の
他
に
、
象
族

の
方
罵
に
「
遠
漏
地
被
保
険
蕎
証
」

の
交
付
を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

凝
、
喰
（

’
㌔
陶

『
げ
　
’

　
、

験
’

グ
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1
卜
O
F

糊
瀦
翻
顕
ぽ
藻
業
祭
驚
董

　
一
年
聞
の
農
業
蝕
産
の
成
果
を
展

．
本
・
発
表
し
あ
う
農
業
祭
が
、
十
月

一
一
芋
一
g
曾
）
闘
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
は
、
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

及
び
鑓
幾
体
欝
館
周
辺
で
す
。

　
ま
た
、
騰
時
闘
催
の
芸
能
祭
は
午

繭
九
聴
五
牽
分
か
ら
購
畏
体
鷺
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
主
な
礒
程
は
次
の
と
お
り
嚇
、
す
。

◎
野
菜
・
牛
肉
即
売
　
九
蒔
～

◎
錦
鯉
展
示
即
売
　
九
鋳
～

◎
農
機
興
展
示
即
売
　
九
鋳
ー

◎
わ
が
家
の
味
自
慢
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
九
蒔
～

◎・

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぽ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

　
及
び
重
鍛
灘
て
ク
イ
ズ
　
九
縛
～

◎
あ
ん
ぼ
展
示
即
売
　
九
聴
～

ゆ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
バ
ザ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
蒔
～

⑪
も
ち
つ
き
大
会
＋
一
時
～

◎
喪
質
米
共
励
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
L
与
ニ
ト
玉
」
｛
）

　
　
　
　
　
　
　
議
ノ
バ
疑
い
い
　
｝
　
／
7

ゆ
お
に
ぎ
り
・
手
打
ち
そ
ば
．
も
ち

　
試
食
牽
一
蒔
～

（
引
換
え
は
牽
一
將
か
ら
購
、
す
が
、

　
引
換
券
は
受
付
テ
ン
ト
で
朝
か
ら

　
渡
し
ま
す
）

秋
撃
火
災
懸
防
運
動
縄
／
鈴
～
糊
藩
壌

員
防
火
の
輪
つ
な
げ
て
広
げ
て
な
く
す
火
事
n

鐙

　火燥　　　で
そ災機毎稲ま
　　　嬬　　寸鈍　ナ

奎
国
防
犯
運
動
棚
％
翻
奮
緬
／
㈱

　
鑛
蟹
で
は
籏
ご
ろ
防
犯
活
動
に
鍔

め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
犯
罪
の
な
い
社
会
づ
〆
、

り
に
は
、
住
艮
一
人
　
人
の
防
犯
意

識
も
欠
か
せ
象
せ
ん
。

　
安
全
で
焦
み
よ
い
地
域
社
会
実
環

の
た
め
に
、
地
域
控
艮
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
心

　
今
無
の
防
犯
運
勤
の
重
露
、
事
項
は

次
の
と
お
導
で
す
。

◎
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
誹
除
）

◎
予
ど
も
の
非
行
防
止

◎
乗
り
物
盗
の
防
止

　
車
か
り
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
鍵

を
か
け
る
響
横
を
つ
け
ま
し
ょ
う
，

　
こ
れ
か
ら
鷺
一
礒
と
寒
さ
が
増
し
、

暖
廃
羅
鶴
等
の
火
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
蒔

期
と
な
り
ま
す
．

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
年
は
異
常
気
象
の
影
饗

で
稲
刈
り
作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
、

　
　
　
　
米
の
収
穫
期
臓
入
る
と
乾

燥
機
や
稲
わ
ら
・
籾
殼
焼
却
紅
よ
る

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
．

　
そ
の
原
鰹
と
し
て
、
乾
燥
機
の
場

禽
は
整
備
不
良
、
稲
わ
ら
・
籾
霞
焼

却
の
場
合
は
、
強
風
紅
よ
る
飛
び
火

や
、
火
を
つ
け
て
そ
の
ま
ま
放
置
し

た
こ
と
に
よ
る
拡
大
な
ど
が
響
え
ら

れ
ま
す
。

　
火
災
の
発
焦
を
防
血
す
る
た
め
に

は
、
　
、
整
備
を
怠
ら
な
い
」
　
「
そ
の

場
を
離
れ
な
い
し
　
「
消
火
を
忘
れ
な

い
」
の
三
点
を
常
に
心
掛
け
、
火
餓

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

県
立
松
縦
病
院
の
診
療
案
肉

　
　
県
立
松
代
病
院
の
診
療
科
ご
と
の

診
療
醸
を
お
知
偽
せ
し
ま
す
．

　
▼
内
　
科

　
◎
午
前
診
療

　
　
月
曜
藏
か
ら
土
曜
臼
ま
で
の
毎
冒

　
（
但
し
第
一
。
第
三
土
曜
類
は
休
診
）

　
　
受
付
時
間
は
、
午
葡
八
時
三
十
分

　
　
か
り
十
一
縛
三
十
分
ま
で

　
◎
午
後
診
療
段

　
　
月
・
水
・
金
曜
繍
の
週
三
欝
間

　
　
受
付
時
闇
は
、
午
後
皿
縛
か
ら
三

　
　
聴
三
牽
分
ま
で

一
▼
整
形
籍

｝一一

◎
午
前
診
療
溝

　
木
曜
黛
の
週
一
磁

　
受
付
時
問
は
内
科
と
同
じ

◎
ギ
後
診
療
縫

　
月
曜
総
の
週
一
繊

　
受
付
時
間
は
内
科
と
岡
じ

▼
糖
尿
病
グ
ル
ー
プ
外
来

　
月
・
水
・
金
曜
繍
の
週
｝
懸
闘

　
診
療
蒋
間
は
、
午
蔚
八
時
　
卜
分

　
か
ら
九
鱒
象
で
・

⑨
憂
診
を
葦
望
さ
れ
る
芳
は
内
科
外

　
来
豪
で
（
齋
七
三
二
〇
〇
）

　
嶽
覇
羽
根
襲
園
募
登

　
十
月
か
ら
十
、
、
肩
象
で
．
赤
い
羽

根
鋲
同
募
金
し
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
　
い
ろ
い
ろ
な
機
関
や
団
体
の
協
力

　
を
得
な
が
ら
、
誰
も
が
藻
加
晒
、
き
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ま
た

　
腔
鋭
総
参
触
で
展
開
さ
れ
る
規
模
の

　
大
き
㌧
馨
金
瀬
動
で
す
。

　
　
皆
さ
ん
か
詳
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

　
町
の
社
会
福
徹
の
飼
上
に
も
役
立
っ

　
て
い
豪
す
。

　
　
た
と
え
ば
、
懸
入
ク
ラ
ブ
の
鴛
成

　
や
敬
老
事
業
に
、
穫
た
き
り
や
痴
呆

　
の
お
年
寄
り
へ
の
歳
末
援
護
に
、
休

　
の
不
脅
宙
な
方
の
鐵
捧
の
育
成
の
た

　
め
に
、
母
子
、
父
子
象
縫
の
畢
せ
の

　
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
談
す
。

　
　
社
会
編
祉
協
議
会
で
は
、
尊
懸
勢

　
金
や
職
域
幕
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願

　
い
し
ま
す
．

　　一

”
）

騨
）
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献血にご協力ください

　皆様の献搬によりたくさんの尊い命が救われます・

一人でも多くの方の献撫をお願いします。

＊臼時B月4獲（木曜欝）
　　　　午蔚9時3G分～12時

　　　　午後！時～3時30分
＊場　斯　松之山町役場

午後！時～3時30分まで受付

＊場　斯　松之山町役場

停電のお知らせ
＊憩月珀β（火〉午後ま時から3聴まで

棄川の一・部、下蝦池の一部

＊憩月22β（金〉午前9時から鴛時まで

天水越の一部

＊鎗月26日（火）午後1時から3時30分まで

月池の全部、坂中の全部、豊醗の一部

新潟県最低賃金の改正

新潟票最低賃金が10月1繍より下記のとおり改疋さ

れました。

B　額　4，496円（引上額B晒）
時聞額　　563円（引、ヒ額　18円〉
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平
和
へ
の
携
戦

　
　
　
九
月
、
世
鼻
を
あ
っ
と
驚
力
せ
た

　
　
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
そ
れ
は
、
　
ノ
辱
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

　
　
チ
ナ
が
初
め
て
お
互
い
に
霧
雀
す
る

　
　
権
利
を
認
め
、
平
秘
に
盤
き
よ
う
と

　
　
い
う
岡
慧
諜
に
署
名
し
た
と
い
う
こ

　
　
と
で
す
．

　
　
　
一
九
騰
八
年
、
圏
連
に
よ
る
投
票

　
　
の
結
渠
、
バ
レ
ス
チ
ナ
を
イ
ス
ラ
エ

　
　
ル
と
黛
ル
ダ
ン
に
分
裂
す
る
こ
と
が

　
　
決
建
さ
れ
て
以
来
、
バ
レ
ス
チ
ナ
と

　
　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
反
抗
と
戦
争
の
状
態

　
　
で
し
た
。

　
　
　
こ
の
署
名
に
よ
り
、
闘
十
五
甲
間

　
　
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

　
　
の
問
題
が
一
瞬
に
し
て
状
溌
を
変
え

　
　
た
の
で
す
。

　
　
　
こ
の
休
戦
は
、
過
去
数
奪
に
趨
っ

　
　
た
数
々
の
世
界
的
欝
跡
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
、
ド

　
　
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
そ
し
て
、
ソ
運
の
袖
会
霊
義
体
鰯

　
　
が
崩
れ
、
軍
部
に
よ
る
ク
…
デ
タ
ー

　
　
が
罠
間
の
抵
拭
に
よ
っ
て
く
つ
が
え

　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
さ
ら
に
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
人
種

　
　
差
測
政
策
に
終
疵
符
が
打
た
れ
、
幾

　
㎜

　
㎜

　
櫛晒

　
㎜

　
㎜

　
㎜

　
㎜

　
幌
纈

　
｝

　
緬
麟

　
側

　
ゆ

腕齢
　
鵬

　
幽

　
槻

　
髄

　
榊

　
断

　
脚

　
輔

　
一

　
㎜

　
卿
輔

　
㈱鵬

　
顧幽

　
ゆ

　
駒㈱

　
㎜

　
轍

註
政
策
ヘ
レ
芳
飼
を
変
え
ま
し
た
．

　
泰
繊
の
世
弊
ほ
ど
、
今
ま
で
の
過

去
の
歴
史
を
通
じ
て
、
世
界
平
憩
実

規
の
可
能
性
の
あ
る
時
は
な
い
と
思

い
ま
す
．

　
し
か
し
、
平
瀦
は
た
や
す
く
訪
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
戦
争
を
起
す
以
上
紅
、
平
灘
を
つ

く
り
串
す
三
と
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
平
翻
を
っ
く
り
出
す
た
め
に
は
、

過
去
に
お
け
る
遍
ち
を
反
雀
し
、
湧

来
に
両
っ
て
平
瀦
を
つ
く
り
勘
げ
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。

　
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
資
金
が
戦
争

の
た
め
に
費
や
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
以
烹
の
お
金
と
労

力
を
も
つ
て
、
平
秘
の
実
現
に
遙
進

す
べ
6
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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1
卜
O
F

糊
瀦
翻
顕
ぽ
藻
業
祭
驚
董

　
一
年
聞
の
農
業
蝕
産
の
成
果
を
展

．
本
・
発
表
し
あ
う
農
業
祭
が
、
十
月

一
一
芋
一
g
曾
）
闘
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
は
、
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

及
び
鑓
幾
体
欝
館
周
辺
で
す
。

　
ま
た
、
騰
時
闘
催
の
芸
能
祭
は
午

繭
九
聴
五
牽
分
か
ら
購
畏
体
鷺
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
主
な
礒
程
は
次
の
と
お
り
嚇
、
す
。

◎
野
菜
・
牛
肉
即
売
　
九
蒔
～

◎
錦
鯉
展
示
即
売
　
九
鋳
～

◎
農
機
興
展
示
即
売
　
九
鋳
ー

◎
わ
が
家
の
味
自
慢
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
九
蒔
～

◎・

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぽ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

　
及
び
重
鍛
灘
て
ク
イ
ズ
　
九
縛
～

◎
あ
ん
ぼ
展
示
即
売
　
九
聴
～

ゆ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
バ
ザ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
蒔
～

⑪
も
ち
つ
き
大
会
＋
一
時
～

◎
喪
質
米
共
励
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
L
与
ニ
ト
玉
」
｛
）

　
　
　
　
　
　
　
議
ノ
バ
疑
い
い
　
｝
　
／
7

ゆ
お
に
ぎ
り
・
手
打
ち
そ
ば
．
も
ち

　
試
食
牽
一
蒔
～

（
引
換
え
は
牽
一
將
か
ら
購
、
す
が
、

　
引
換
券
は
受
付
テ
ン
ト
で
朝
か
ら

　
渡
し
ま
す
）

秋
撃
火
災
懸
防
運
動
縄
／
鈴
～
糊
藩
壌

員
防
火
の
輪
つ
な
げ
て
広
げ
て
な
く
す
火
事
n

鐙

　火燥　　　で
そ災機毎稲ま
　　　嬬　　寸鈍　ナ

奎
国
防
犯
運
動
棚
％
翻
奮
緬
／
㈱

　
鑛
蟹
で
は
籏
ご
ろ
防
犯
活
動
に
鍔

め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
犯
罪
の
な
い
社
会
づ
〆
、

り
に
は
、
住
艮
一
人
　
人
の
防
犯
意

識
も
欠
か
せ
象
せ
ん
。

　
安
全
で
焦
み
よ
い
地
域
社
会
実
環

の
た
め
に
、
地
域
控
艮
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
心

　
今
無
の
防
犯
運
勤
の
重
露
、
事
項
は

次
の
と
お
導
で
す
。

◎
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
誹
除
）

◎
予
ど
も
の
非
行
防
止

◎
乗
り
物
盗
の
防
止

　
車
か
り
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
鍵

を
か
け
る
響
横
を
つ
け
ま
し
ょ
う
，

　
こ
れ
か
ら
鷺
一
礒
と
寒
さ
が
増
し
、

暖
廃
羅
鶴
等
の
火
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
蒔

期
と
な
り
ま
す
．

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
年
は
異
常
気
象
の
影
饗

で
稲
刈
り
作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
、

　
　
　
　
米
の
収
穫
期
臓
入
る
と
乾

燥
機
や
稲
わ
ら
・
籾
殼
焼
却
紅
よ
る

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
．

　
そ
の
原
鰹
と
し
て
、
乾
燥
機
の
場

禽
は
整
備
不
良
、
稲
わ
ら
・
籾
霞
焼

却
の
場
合
は
、
強
風
紅
よ
る
飛
び
火

や
、
火
を
つ
け
て
そ
の
ま
ま
放
置
し

た
こ
と
に
よ
る
拡
大
な
ど
が
響
え
ら

れ
ま
す
。

　
火
災
の
発
焦
を
防
血
す
る
た
め
に

は
、
　
、
整
備
を
怠
ら
な
い
」
　
「
そ
の

場
を
離
れ
な
い
し
　
「
消
火
を
忘
れ
な

い
」
の
三
点
を
常
に
心
掛
け
、
火
餓

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

県
立
松
縦
病
院
の
診
療
案
肉

　
　
県
立
松
代
病
院
の
診
療
科
ご
と
の

診
療
醸
を
お
知
偽
せ
し
ま
す
．

　
▼
内
　
科

　
◎
午
前
診
療

　
　
月
曜
藏
か
ら
土
曜
臼
ま
で
の
毎
冒

　
（
但
し
第
一
。
第
三
土
曜
類
は
休
診
）

　
　
受
付
時
間
は
、
午
葡
八
時
三
十
分

　
　
か
り
十
一
縛
三
十
分
ま
で

　
◎
午
後
診
療
段

　
　
月
・
水
・
金
曜
繍
の
週
三
欝
間

　
　
受
付
時
闇
は
、
午
後
皿
縛
か
ら
三

　
　
聴
三
牽
分
ま
で

一
▼
整
形
籍

｝一一

◎
午
前
診
療
溝

　
木
曜
黛
の
週
一
磁

　
受
付
時
問
は
内
科
と
同
じ

◎
ギ
後
診
療
縫

　
月
曜
総
の
週
一
繊

　
受
付
時
間
は
内
科
と
岡
じ

▼
糖
尿
病
グ
ル
ー
プ
外
来

　
月
・
水
・
金
曜
繍
の
週
｝
懸
闘

　
診
療
蒋
間
は
、
午
蔚
八
時
　
卜
分

　
か
ら
九
鱒
象
で
・

⑨
憂
診
を
葦
望
さ
れ
る
芳
は
内
科
外

　
来
豪
で
（
齋
七
三
二
〇
〇
）

　
嶽
覇
羽
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園
募
登
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月
か
ら
十
、
、
肩
象
で
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赤
い
羽

根
鋲
同
募
金
し
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
　
い
ろ
い
ろ
な
機
関
や
団
体
の
協
力

　
を
得
な
が
ら
、
誰
も
が
藻
加
晒
、
き
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ま
た

　
腔
鋭
総
参
触
で
展
開
さ
れ
る
規
模
の

　
大
き
㌧
馨
金
瀬
動
で
す
。

　
　
皆
さ
ん
か
詳
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

　
町
の
社
会
福
徹
の
飼
上
に
も
役
立
っ

　
て
い
豪
す
。

　
　
た
と
え
ば
、
懸
入
ク
ラ
ブ
の
鴛
成

　
や
敬
老
事
業
に
、
穫
た
き
り
や
痴
呆

　
の
お
年
寄
り
へ
の
歳
末
援
護
に
、
休

　
の
不
脅
宙
な
方
の
鐵
捧
の
育
成
の
た

　
め
に
、
母
子
、
父
子
象
縫
の
畢
せ
の

　
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
談
す
。

　
　
社
会
編
祉
協
議
会
で
は
、
尊
懸
勢

　
金
や
職
域
幕
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
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い
し
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す
．
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献血にご協力ください

　皆様の献搬によりたくさんの尊い命が救われます・

一人でも多くの方の献撫をお願いします。

＊臼時B月4獲（木曜欝）
　　　　午蔚9時3G分～12時

　　　　午後！時～3時30分
＊場　斯　松之山町役場

午後！時～3時30分まで受付

＊場　斯　松之山町役場

停電のお知らせ
＊憩月珀β（火〉午後ま時から3聴まで

棄川の一・部、下蝦池の一部

＊憩月22β（金〉午前9時から鴛時まで

天水越の一部

＊鎗月26日（火）午後1時から3時30分まで

月池の全部、坂中の全部、豊醗の一部

新潟県最低賃金の改正

新潟票最低賃金が10月1繍より下記のとおり改疋さ

れました。
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て
お
互
い
に
霧
雀
す
る

　
　
権
利
を
認
め
、
平
秘
に
盤
き
よ
う
と

　
　
い
う
岡
慧
諜
に
署
名
し
た
と
い
う
こ

　
　
と
で
す
．

　
　
　
一
九
騰
八
年
、
圏
連
に
よ
る
投
票

　
　
の
結
渠
、
バ
レ
ス
チ
ナ
を
イ
ス
ラ
エ

　
　
ル
と
黛
ル
ダ
ン
に
分
裂
す
る
こ
と
が

　
　
決
建
さ
れ
て
以
来
、
バ
レ
ス
チ
ナ
と

　
　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
反
抗
と
戦
争
の
状
態

　
　
で
し
た
。

　
　
　
こ
の
署
名
に
よ
り
、
闘
十
五
甲
間

　
　
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

　
　
の
問
題
が
一
瞬
に
し
て
状
溌
を
変
え

　
　
た
の
で
す
。

　
　
　
こ
の
休
戦
は
、
過
去
数
奪
に
趨
っ

　
　
た
数
々
の
世
界
的
欝
跡
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
、
ド

　
　
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
そ
し
て
、
ソ
運
の
袖
会
霊
義
体
鰯

　
　
が
崩
れ
、
軍
部
に
よ
る
ク
…
デ
タ
ー

　
　
が
罠
間
の
抵
拭
に
よ
っ
て
く
つ
が
え

　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
さ
ら
に
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
人
種

　
　
差
測
政
策
に
終
疵
符
が
打
た
れ
、
幾

　
㎜

　
㎜

　
櫛晒

　
㎜

　
㎜

　
㎜

　
㎜

　
幌
纈

　
｝

　
緬
麟

　
側

　
ゆ

腕齢
　
鵬

　
幽

　
槻

　
髄

　
榊

　
断

　
脚

　
輔

　
一

　
㎜

　
卿
輔

　
㈱鵬

　
顧幽

　
ゆ

　
駒㈱

　
㎜

　
轍

註
政
策
ヘ
レ
芳
飼
を
変
え
ま
し
た
．

　
泰
繊
の
世
弊
ほ
ど
、
今
ま
で
の
過

去
の
歴
史
を
通
じ
て
、
世
界
平
憩
実

規
の
可
能
性
の
あ
る
時
は
な
い
と
思

い
ま
す
．

　
し
か
し
、
平
瀦
は
た
や
す
く
訪
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
戦
争
を
起
す
以
上
紅
、
平
灘
を
つ

く
り
串
す
三
と
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
平
翻
を
っ
く
り
出
す
た
め
に
は
、

過
去
に
お
け
る
遍
ち
を
反
雀
し
、
湧

来
に
両
っ
て
平
瀦
を
つ
く
り
勘
げ
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。

　
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
資
金
が
戦
争

の
た
め
に
費
や
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
以
烹
の
お
金
と
労

力
を
も
つ
て
、
平
秘
の
実
現
に
遙
進

す
べ
6
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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